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論文
ドイツ機械制工場1) における
養成工制度の生成と展開（上）
大 塚
?
本稿は， 20世紀転換期のドイツ金属工業大工場における内部労働市場の有無
を確かめる意図から，さしあたり，市場の前提をなす熟練形成の態様をできる
かぎり詳細に分析してみようとするものである 2)0 
20世紀転換期のドイツ労働市場では，一般に指摘されるように，工業労働力
の構成が熟練エと不熟練エという二層ではなく， 新たに， 日本では半熟練工
(Angelernte)と訳される層が形成されて三層となるのであるが，ただ必ずしも
その場合上層への移動経路は連続的ではなく—企業内訓練が一般化され，熟
練資格の社会的通用性がない日本のばあいと異なって—}不熟練工→半熟練
工の経路はあっても，熟練工への経路は手工業職人ないし手工業徒弟，または
養成エ (Fabriklehrlinge)からとなる傾向があった。このことを明らかにする手
がかりとして，例えば1908年に養成工の育成を組織的，統一的に展開する目的
1) 1908年12月に， ドイツ技師連盟（ベルリン）とドイツ機械製造業者連盟（デュセルドル
フ）によって結成されたドイツ工科学校委員会(DerDeutsche Aus;chuB fir Tech-
nisches Schulwesen . 略称 DATSCH) の作成した指導要領では，「機械製工場」
とは機械製造とその関連部門を指し，その中には，電気工作，造船，車輌，冶金，木
工の営業部門が含まれる。ここでは繊維，化学を除いた広い意味の金属工業というよ
うにとっておくことにしたい。
DATSCH, Abhandlungen u. Berichte uber Technisches Schulwesen. Bd. 3. 1912 
（以下， DATSCH, Abhandlungen . とする） S. 98 Anm. (1) 
2)西ドイツでも最近かかる視角からいくつかの事例研究がではじめた。 Schulz.G., 
Integrationsprobleme der Arbeiterschaft in der Metall-, Papier-U:. 
chemischen lndustrie der Rheinprovinz 1850-1914 in: Pohl, H. hrsg. For-
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で結成された「ドイツ工科学校委員会（略称 DATSCH)」の指導要領による労働
カの定義を参照してみよう。工業労働者の定義は次のようになっている丸
a)専門労働者：比較的長期にわたって手工業的に訓練された者。
b)半熟練工：一定の反復的作業（例えば機械の操作）を行わねばならない者。
彼には通常短期間の指導で充分である。
c)補助労働者：全く特定の訓練なし。（傍点引用者）
この定義によれば，「訓練 Ausbildung」は熟練エとしての「専門労働者」
のみが受け，しかも手工業に対応できるほどに受けることとなっていた。換言
すれば，熟練工は「手工業的」の訓練を特別に受けた者のみが入りうる層であ
った。あるいは DATSCHはそのようなものとして熟練エ層を育成しようと
していたのである。 DATSCHの目的からすれば，このことは工場内（外）の労
働市場を熟練エと他との間で分断することを意味していた丸分断が事実行わ
sch畑~en zur Lage der Arbeiter, 1978, Crew D., Bochum Sozialgeschichte einer 
伽iustriestadt 1860-1914, 1980, Homburg H., Extemer u. intemer 
Arbeitsmarkt: Zur Entstehung u. Funktion des Siemens-Werkvereins 1906 
-1918 in: T. Pierenkemper/R. Tilly (Hg.), Historische Arbeitsmarkt Forsch叩 g,
1982, Pierenkemper T., Allokationsbed切g叩 gen'imArbeitsmarkt Das Beispiel 
des Arbeitsmarktes fur加 gestelltenberufeim Kaiserreich, 1880-1913, 1982等
がそうである。この論文も基本的には上記の研究と軌を一にしているが，またとくに
ピーレンケンパーの仕事とはだいぶ重なりがあるのだが， ヒ°ーレンケンパーの研究は
異動，昇進に焦点があわされ，労働力の形成，労働市場の形成の分析が欠けている。
この点，本稿ではより広く対象をとって，さしあたり熟練形成の問題を検討してみよ
うというわけである。
3) DATSCH, Abha叫徊gen...Bd. 3 S.98 Arnn (2) 
4)工場内でこのような分断があっても，内部労働市場が成立しないわけではない。内部
労働市場のメルクマールは，相対的高賃金，職務ヒエラルヒーを昇進するチャンス，
雇用の安定，良好な労働条件，就業規則の公平な運用等々であり，またこの工場内市
場が更に上位，下位に分けられ， しかもこの上位，下位の偏奇形態として熟練職人と
下級職員の層が位置づけられるということは， 「二重労働市場論」のピオリM.が認
めるところだからである。 PioreM. J., Note for a Theory of Labor Market 
Segmentation in : Edwards R. C. &. C. Labor Market Segme成畑 1973,pp; 125 
-127, 130. 従って，問題はいずれの階層があれ，内部化のメルクマールがある労働市
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れたかどうかは後に検討することとして， ここでさしあたり問題としたいの
は，何が DATSCHをして「手工業的」 の訓練を受けた熟練工層の育成に向
かわしめたのか，ということである5)。
「手工業的」という表現から想像できるように，手工業における熟練職人の
育成との対比からドイツ機械制工場の養成工の育成は考えられていたからであ
る。つまり何らかの理由で，機械制工場は手工業からの熟練職人の供給依存体
制から脱皮しつつ，自ら手工業と類似の熟練工育成を手がけ始めたのである。
後にみるように，その理由は，実質的には手工業から供給される熟練職人の量
と質に問題が生じたためであったが，そればかりではなかった。ドイツでは20
世紀の転換期に手工業を基準とした熟練工の養成制度が法的に確立し，そして
その限りでは中世的徒弟制度が現状にあわせて再編成され，その結果，熟練の
社会的認知が手工業熟練職人にあわせて行われるようになったのである。徒弟
訓練を受けた者のみが社会的に熟練を認知されるとなれば，機械制工場の側
も，工場徒弟を養成しかくて旧来の手工業からの熟練工の供給依存体制を克服
しようとする過程で，熟練工の育成に際し，かかる事情を勘案せざるをえなく
なるのももっともなことであった6)。
場が存在するかしないかであり，またそれら機構に対応した労働市場形成があるかど
うかである。
5)ちなみに， DATSCHの運動は次第に盛りあがり，戦争によって一時途絶したが，戦
後再燃して， 1924年にはこの運動への参加団体（学術団体も含めて）は50にのぼって
いた。 HarmR., Berufsausbildung in der mechanischen Industrie an Hand 
der Lehrmitte_l des Deutschen AusschuBes fur Technisches Schulwesen in: 
Berufsberatung, Berufsauslese, Berufsausbildung, Sonderveroffentlichung 
zum Reichsarbeitsblatt 1925, S. 229. (以下， Berufsberatungen. とする）。
6)内部市場論的発想の下で，昇進問題を扱うには，職業訓練についての分析が不可欠と
し，この時期の職業訓練の実態を詳しく分析し， ドイツ全体の概観を与えたものに，
Adelmann G., Berufliche Aus-u. Weiterbildung in der deutschen Wirtschaft 
seit dem 19. Jap.rhundert in: Zeitschrift f. Unterneh加 nsgeschichteBeiheft 
15. がある。ことにその豊富な注と文献はこの課題を論ずるのにきわめて役にたつ。
拙論もその資料の手がかりを，多くはこの文献からえている。
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以下では，まず，主に 1897 年の営業条例改正法(~・ヽ わゆる「手工業者法」）に準
拠して， ドイツ徒弟制度の再編と近代化がどのような内容をもち，どのように
規定されたかをみておこう。
第I章 ドイツ営業条例の分析
1897年の手工業者法を基準とすれば，手工業者・労働者を包摂する営業条例
の構成は第I表のようにまとめることができる。
いまこれを， 1869年の「営業の自由」を最終的に確立したといわれる北ドイ
ツ連邦営業条例と対比させてみると，・ただちに明らかになることは，表題VIに
おいては，強制イヌンクの条項が設けられたことと，イヌンク委員会や，手エ
業会議所など，イヌンクと協働しつつ徒弟制度にかかわる組織が形成されたこ
とであるo表題VIにおいては，まず雇用一被雇用にかかわる共通規定が前置され
たばかりでなく，徒弟関係に特別規定が与えられ(3b.)),マイスター称号(3a.),
下級職員関係規定(3b.)等が新たに付加されている。「強制イヌンク」や「マイ
スクー称号」に関する規定から連想されるのは，再び手工業に営業特権を与
ぇ，かくて「営業の自由」を制限するという事態であるが，次にみるように，
．徒弟制度については自由は制限されたものの，これが「営業の自由」を制限す
ることは慎重に回避された。この1897年法を作成したプロイセン商務大臣ベル
レプシュは手工業者の要求している営業資格証の導入には全く反対であった。
恐らく 18世紀末以来のツンフト規制の失敗や， 1881年以来のイヌンクの公法団
体化とその促進の成果が思わしくなかったからであろう，「手工業（イヌンク）は
技能訓練に充分応えてこなかった」 という認識がベルレプシュにはあった”。
彼がイヌンクに期待したのは「徒弟教育」の面であり，その限りで「手工業者
の結集」が図られたのである。技能訓練は「手工業者専門学校」で行うという
7) 1982年，プロイセン下院での謙会答弁。 Zit.nach Scheven P. Die Lehrwerkstiitte 
Thee加iku. 知 lifizierteHandarheit切 IhrenWechsel叫rk血~enu. die Reform 
der Lehre 1894, S. 165. (以下， Scheven,Lehrwerkstiitte . とする）。
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のがベルレプシュの方針であった。つまり， 1897年法の意図はあくまで，技能
訓練の向上と，徒弟教育の充実にあったのである。以下ではそれ故，まず表題
VIのなかで，徒弟制に関するものだけを抽出し， 1897年以降の徒弟制の維持・
監督機構の概観を得ることにしよう 8)0
1-1 手工業組織と手工業会議所
イヌンクを公法団体として認め，徒弟制度の強化を図ろうという試みはすで
に1881年の営業条例改正によってなされていた。徒弟制の崩壊の危機を背景に
1870年代に再燃する手工業者運動が， 1878年当時オスナプリュック市の市長を
していたミーケル（後のプロイセン大蔵大臣）をして「オスナプリュック条例」を
作成せしめたのがその契機であった叫製靴エイヌンクに適用されたこの条例
は，イヌンクの特別任務として徒弟の技能訓練と道徳上の指導を規定し，イヌ
ンクの成員には，徒弟受入の際に徒弟をイヌンクに登録し，養成終了を書き込
むことを義務づけた。そしてその他，文書による 3年の養成期間の契約の定め
ゃ，職人作品の提出義務，イヌンクによる試験結果，能力，営業補習学校への
通学状況等々の認定書発行などを規定したこの条例は，模範としてオスナプ
リュックの他の手工業にも用いられた10)。そのうえ各市町村に対してプロイセ
ン商務大臣の推挙するところとなって， 1881年の帝国営業条例改正に受け継が
れたのである。それ故， 1881年法は，北ドイツ連邦営業条例（第1表）の中の，
8) Reichsgesetzblatt 1897, S, 663-696による（以下， RGBL.1897とする）。
9) Lehrlingswesen u. die Berufserziehung des gewerlichen Nachwuchs Vorbericht 
u. Verhandlungen der 5 Konferenz der Zentralstelle fur das Volkswohlfahrt 
am 19. und 20. ]uni 1911 in Elberield 1912. (以下， Lehrlingswesen. とする） s. 
98f. なお，後藤俊明「ドイツ第二帝政におけるイヌンクの再編成」京大『経済論叢」
. 122巻5, 6号，八林秀一「ドイツ帝政期における手工業者「保護」 とイヌング「復
活」について」，岡田与好編「現代国家の歴史的源流』東大出版， 1982年所収をも参
照。
10) Scheven, Lehrwerksttitte…s. 156ff. シェーベンによれば， その際ミーケルが忘れ
たことは，訓練コストの社会的負担と訓練奨励策であった。
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「新設イヌンク」にあたる条項をすでに全面改正して，イヌンクを公法団体化
するかわりとしてイヌンクに徒弟制監視義務を与えていたJI)。1897年法の「1.
a)イヌンク一般規定」におけるイヌンクの義務と権利は， したがってほとんど
1881年法の内容と同じものである。
1897年法によるイヌンクの任務は「徒弟制の詳細な規制」と「徒弟の技術的・
営業的・倫理的訓練への配慮」であることが明記されている(81条a項3号）。
これと関連してイヌンク規約に関する規定(82条）では， 規約に含めるべきもの
として，イヌンク任務の内，とりわけ徒弟制の規制を挙げ(2号），更に，職人・
徒弟・労働者の就業にかんする規定，補習・専門学校にかんする規定，徒弟制規
制にかんする規定の遵守を監督すること(10号）が定められている。 1869年の北
ドイツ連邦の営業条例には，イヌンク規定はもっぱら既設イヌンクの存続を，
営業・雇用の自由を妨げないかぎりで（第3条， 4条， 41条， 82条）認め(81条），新
設イヌンクも一般の権利能力ある団体としての取扱を受けるのみとなっていて
(97条），イヌンクはこれといって徒弟制との義務的かかわりはもっていなかっ
た叫したがって，かかる意味では， 1897年法は80年代以来の，手工業者組織
政策の変更の延長線上にあったのである 13)0 
他方，イヌンクの権限として定められたことは，マイスター・職人・徒弟の
営業上，技能上，倫理上の訓練を促進するために，学校を建て，援助すること
(81条b項1号），職人試験， マイスター試験を挙行し，認定書を発行すること
11) RGBL. 1881, S. 233-244による。
12) Bundes-Gesetzblatt des Norddeutschen Bundes 1869, S. 265-269. (以下， B.G.N
/3・1869とする）。
13) E. R. フーバーもその「憲法史」の中で，新たな手工業者立法の始まりを 1881年法．
と位置づけている。ちなみに1869年法はプロイセンに存在した営業評議会のような一
切の手工業者にかかわる公的制度または監督制度を廃止していた。 Huber E. R., 
Deutsche Verfassungsgeschichte, Bd]I S. 1012. なお「営業評議会」については，
不十分ではあるが，以前言及したことがある。拙稿「「労働者委員会」の成立」，大橋
昭一他編「経済民主主義と経営参加」関西大学経済・政治研究所研究双書第44冊， ミ
ネルヴァ書房， 1981年所収。
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（同2号），他であった。そして注目すべきは，後者の試験に関しては，別途，
イヌンク総会において，試験委員会が選出されることになっており(93条8号），
この試験委員会には，特に職人試験に際しては，イヌンク成員のところで就業
している職人（ないし手伝職人）から選ばれた職人委員会も参加を認められていた
(95条）。この試験委員会と，職人委員会の職人試験への参加は，旧来， 1881年
法では特別に規定されないでいたものでありーイヌンク集会とイヌンク制度の
管理への職人参加はイヌンク規約に定める限りで認められた(100条a項）14)_, 
その限りで職人の参加によるより公平な職人試験の挙行，すなわち間接的な形
ではあれ徒弟訓練の向上を図ったものであった。
以上の他に，共済組織としての規定，理事会，総会規定などが詳細になされ
ているが，当面の課題には関係していないので省くことにする。ただ， 1897年
法ではイヌンクが当該地区の下級行政官庁の監視の下に服したこと，そして下
級行政官庁は法と規約上の規定を遵守させるために，イヌンクやそのメンバー
たちに民事罰を課す権限をもっていた(96条）こと等， 国家のイヌンクヘの関与
の仕方は，以前に比していちじるしく後見的となり，直接的ではなくなったこ
とは注目されてよい。結論的にいえば，このことは， 1881年， 1884年， 1887年
と繰り返された新設イヌンクの結成促進措置と，イヌンクの義務，権限の充足
指導が思うように合致せず，所期の目的を達成しなかったという反省の結果で
あった。
1881年法は，一方において，イヌンクを公法団体化し，イヌンクに対して 2
つの特別の権限を与えていた。すなわち，非イヌンク成員の徒弟関係をめぐる
紛争処理の権限と，非イヌンク成員に対し徒弟制にかかわるイヌンク規約を適
用する権限(100条e項1,2号）がそれである15)。1884年には更に権限が追加さ
れ，イヌンクは非イヌンク成員に対して一定時点以降徒弟の採用を禁止する権
限をもつことになった (lo条e項3号）。そしてそのうえ， 1887年には，手工業
14) RGBL. 1881, S. 237. 
15) RGBL. 1881, S. 239. 
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従事者一親方・職人・徒弟ーの訓練のための諸施設に対し，非イヌンクの成員
．にもその費用を拠出させる権限(100条f項）が付与されたのである 16)。
手工業の非イヌンク成員に対してイヌンクがこのような特権を付与されたこ
とによって，既設イヌンクは成員数を増加させることができ，また新設イヌン
クも増加していった17)。しかしその際の問題は，このような特権をもつに値す
る「徒弟制の領域で所期の成果をあげた」18)イヌンクが生成し， かつ充分発展
するかどうかであった。つまり，特権はすぺての生成したイヌンクに与えられ
たのではなく，徒弟制に関してすでに成果があがっているかどうかを基準にし
て下級行政官庁の意見を基に上級行政官庁がこれをイヌンクに付与したのであ
る19)。こうして認可制度にまつわるあらゆる煩雑さを行政官庁が引き受けるこ
とになった。そればかりか， 1881年法では，監督官庁とりわけ市町村に，イヌ
ンク監視ばかりなく， イヌンク幹部選出や成員資格をめぐる係争の裁定，職
人・親方試験への代表派遣，総会指導などの遂行を規定(104条）20)しており，行
政官庁の直接干与領域は極めて過大なものであった。こうして，一方でイヌン
クは増加しても，行政上の監督がゆき届かなかったり，生成したイヌンク自体
が財政的に義務，権限を充足できなかったりして，あるいは手工業者としての
身分意識，名誉意識の欠けた成員が多く，元々法規にそぐわなかったりして，
16) Scheven, Lehrwerkstatte . S. 159. Voigt P. Die deutschen Innungen, in: 
Schmollers f ahrbuch, Jg. 22. 1898, S. 699f. なお，八林秀一，前掲論文もみよ。
17)イヌンクの増加傾向については後表Ilをみよ。フォイクトは， 1890年代中頃で，イヌ
ンクはドイツ全体の手工業者の4分の1ほどを組織したと推計している。 VoigtP. 
ibid., S. 690, 694, 711. 
18) Scheven, Lehrwerkstatte . S. 160. 
19) RGBL. 1881, S. 239. 
20) RGBL. 1881, S. 241. 
21)以上は， Lehrlingswesen. S. 61より。 P.フォイクトによれば， 100条e項の特権を
認められたイヌンクは， 1896年12月には 1,408となり， 100条 f項の特権をもつイヌ
ンクはわずか90であった。そしてその上， e項， f項の両特権をもっィヌンクが多く
あり，従って，どちらかの特権をもつイヌンクは，重複を除けば全イヌンクの％強に
しかならなかった。しかも特権イヌンクが多いのはプロイセン東部であり，工業地帯
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徒弟制の充実という法の所期の目的はなかなか達成されなかったのである21)0 
かくしてプロイセン商務大臣ベルレプシュは， イヌンクだけでなく，「国家も
訓練を向上させるにふさわしくなかった」・22)と1892年に過去の手工業政策を総
括することになったのである。
国家の手工業者組織への関与の仕方が直接的でなくなったからといって対応
が消極的になったわけではない。むしろ1897年法は，イヌンク結成に関しては
これまで以上により積極的な対応をするのである。それが手工業の非イヌンク
成員に対する加入強制を認める措置であった。すなわち，一定の条件の下で，
手工業者をイヌンクに強制加入させる強制イヌンクの設置が図られたのであ
る。「b)強制イヌンク」の条項は次のように定められている。
100条
同一あるいは関連性のある手工業に共通した営業上の利益を守るために，
関係者(100条 f 項·…••イヌンクが設立されることになっている業種の自営業者）の申
し込みにより，上級官庁によって，すべての同ーもしくは関連手工業を営む
者が新設イヌンクに成員として所属することを命ずることができる。
そしてその場合の条件として， 関係者の多数が強制加入に賛同すること (1
号），イヌンクの組織範囲がその成員に不利益とならないように制限されてい
ること(2号），関係手工業者の数が効率的イヌンクの形成に充分であること(3
号）が定められたのである。すなわち上級行政官庁は，．当該地域のある特定業
種の手工業者の多数が賛同すれば，強制イヌンクの設置を命ずることが可能と
なったのである28)。そして，このような措置によって， 19世紀初頭以来の営業
の西部や南ドイツでは少ないという偏たりがあった。 Voigt,P. ibid., S. 69f., 710. 
22) Scheven, Lehrw釘kstlite. S. 165. より。 • 
23)ただし，強制イヌンクには，営業を工場様式で営む者は基本的に加入を除外され，加
入資格を得るには総会決議を経なければならなかった (100条 f,g項）。ちなみに大
工場職長 (Werkmeister)の場合のみ，イヌンクヘの加入が認められた (87条2号，
100条 g項1号）。なお，旧営業条例の100条 e項と f項の特権を認められたイヌン
・クは，出願により多数決を経なくとも強制イヌンクに転換することが可能であった。
1897年法によって特権イヌンクからこのような形で強制イヌンクにかわりうるイヌン
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の自由化の下に，手工業者の組織が徒弟制を維持する際の難点，すなわち，非
イヌンク・マイスターの発生と，彼らによる徒弟搾取の防止不可能性，そして
その結果としてのイヌンクそれ自身の徒弟制維持・向上への無関心という連鎖
を最終的に断ち切ることが意図されたのであった24)0 
強制イヌンクのばあいも，徒弟制の監督義務が課せられたことはいうまでも
ない。イヌンクはその規約において徒弟規制を詳細になさねばならず，更にそ
の規約の認定は，手工業会議所の意見を付した上で，上級行政官庁がこれを行
う(lo条P項）というように，慎重な監視体制の下におかれた。
こうして下級行政官庁の監視するイヌンクと上級行政官庁が促進し監視する
強制イヌンクというイヌンクの構成ができあがる。そしてそのうえに，手工業
会議所が設立されるのである。従って，手工業会議所は，単なる徒弟制の監視
機構の 1つであるばかりでなく，より積極的にイヌンクより上級の機関として
イヌンクの義務・権限を代行し，あるいは補完するものとして位置づけられて
いる。
手工業会議所は，その構成メンバーをイヌンクもしくは手工業の利益を代表
する団体（南ドイツの営業協会等の場合）から選出して (103条），ラント中央官庁が
これを設立する(103条a項）ものとなっていた。イヌンクの上級機関として手エ
業全体の利益を図るという性格から，手工業会議所の任務と権限はより広範に
ならざるをえず，徒弟制度との関係では，まずその任務は徒弟制度を規制する
こと，そして徒弟制にかかわる規定の実施を監視すること， さらに職人試験
（＝親方試験ではない）受入のための試験委員会を形成すること (103条e項， 1,3, 
5号）等であった。このうち最後の試験委員会の形成は，イヌンクのばあいは義
務とされていなかったが，これが手工業会議所の任務の一つとなることによっ
て，徒弟期間終了の認定，すなわち熟練の認定は，事実上手工業会議所に担わ
クは， ドイツ全体で， 10,881のイヌンクのうち 1,700であった。 VoigtP., ibid, S. 
700, 711. 
24) Lehrlingswesen . S. 24, 27., 31, 42による。
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れることになった。 そしてイヌンクの場合と同様，手工業会議所には，親方・
職人・徒弟のための技能・道徳訓練の施設，ならびに専門学校を設立する権限
が与えられたから，手工業会議所は徒弟訓練の主要機関としての性格を強くう
ちだすことになった25)。そればかりか，手工業会議所はイヌンクに対しては命
令権限をもっていた。すなわち，イヌンクは手工業会議所の作成した規定やそ
の時々の命令にも服することが義務づけられ，手工業会議所は違反や不服従に
は罰金を課す権限（最高20マルク）をもっていたのである(103条n項）。
他に，徒弟制維持，規制との関係で見逃せないのは，手工業会議所の任務と
された徒弟規制についての規約発布そして職人試験の合否判定の双方におい
て，職人委員会の参加が義務づけられていることである(103条k項）。イヌンク
の場合と同様，徒弟規制に関して手工業者の利害に左右されないためと，職人
の参加機構を用意したものと理解されよう。ちなみにこの職人委員会を手工業
会議所は独自に形成することができた(103条1項）。なお，手工業会議所はその
所在地域の上級官庁の監視の下にあり，義務不履行の際は，最終的には解散を
命じられることになっていた(103条0項）。
さて，以上みてきたところから， イヌンクとその上級機関・手工業会議所
は，基本的に各行政官庁の監視を受けつつ，徒弟制を維持・監視するものとし
て位置づけられていることが理解されるのであるが，手工業会議所が設立され
ることによって， そして 1900年には， その強制設置が命令されることによっ
て26), その組織上の機構はほぼ完成することになった。徒弟制度を再編成する
ことによって，技能訓練の向上を図り，同時に手工業者の身分と名誉意識を高
めようという， 1870年代以来の対手工業社会政策の組織上の総括が，以上の結
果となったのである。こうして，イヌンクとともに，手工業のための情報交換
機関としての役割を兼ねたこの手工業会議所の設立と，活動によつて， 「手エ
25)この他，専門学校設立権限を付与されたものに，各種イヌンクが合同してつくるイヌ
ンク委員会があった (101条）。
26) Lehrl切:gswesen...s. 63. 
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業の発展は良質な訓練の中にのみある」27)という一般的認識が広まっていくの
である。
1-2 徒弟関係の規制
A. 徒弟関係
徒弟関係とは，いうまでもなく基本的には，年少者が親方養成主に人格的に
従属しつつ，一定期間教育を受け，技能を磨き，当該業種の営業方法を身につ
けることを指している。それ故，当面対象とする時代において法規制されるの
は， 18オ未満の年少者である。徒弟関係は(1)採用， (2)教育・訓練， (3)終了の各
段階に分かれる。 (1)の採用に関しては， 14オ以上の年少者一ー初等義務教育終
了者一ーはまだ自由な契約主体としては認められておらず，したがって，両親
もしくは後見人が契約を代行する。ある一定の試用期間を経た後，徒弟は養成
親方との間に徒弟契約ー一文書もしくは口頭の契約一ーを結び，養成料のある
場合は比較的短期の，ないばあいは比較的長期の徒弟期間を定める。採用に際
して19世紀初頭まで残存していた悪弊28), 親方への過度の供応，出自をめぐる
あるいは職業上の差別はすでになくなっている。
(2)の教育・訓練は，いうまでもなく親方の職場を中心にして行われる。この
ばあい，親方と同居するか否かによって，親方の父権的躾に服すぺしとされた
徒弟に対する対応は異なってくる。工業化と都市化は一般に，手工業における
パトリアーヒャリッシュ
親方・徒弟の間の家父長的関係を消滅させるとされている 29)。徒弟訓練期
27) Wilden J., Die Lehre u. die Berufsausbildung im Handwerk in: Die Berujs-
erziehung des Arbeiters Tei! 2. Schriften der Gesellschaft fur Soziale Reform 
1921, S. 32 f. besonders S.、34.
28) Lehrlingswsen…s. 13, 19, ヨーゼフ・クーリッシェル著，増田四郎監修『ヨーロッ
パ中世経済史」東洋経済新報社， 1974,316-7ページ，同著，松田智雄監修「ヨーロ
ッパ近世経済史 I」東洋経済新報社， 1982,199-200ベージ。
29) Schindler E., Die Grundlagen Lehrlingswesens unter besonderer Beruck-
sichtigung des Hanbwerks in: Berufsberatungen . , S.191. 
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間の徒弟関係は工業化と共に，複雑で，問題の多いものとなってくる。例え
ば，訓練費（養成料）と同居・非同居の間には， 4つの組みあわせが（例えば養成
料支払＋非同居，養成料不払＋同居など）考えられるが， 訓練期間中の養育費（いわ
ゆる濯湊卜と住居費）の支払，不払を考慮に入れると 8組ほどの組みあわせとな
り，そのいずれも徒弟関係として入ってくることになる。
工業化に伴って，この徒弟訓練期間中に生成した最大の問題は，親方による
徒弟の誤用ー一家事・手伝，農作業への利用ーーと徒弟大量採用に基づく搾取
であり，また訓練期間途中での徒弟の逃亡であった。
(3) 訓練終了時には，何らかの終了証明が発行される。その際，職人作品の
作成，提出力iあるかどうか，職人試験—試作ーがなされるかどうかは手エ
業者組織のとりくみ如何による。以上のような 3段階を経て，徒弟は職人とな
り一その認定があるかどうかはともかくー一，そのまま手伝職人 (Gehilfen)
として同一職場に留まるか，あるいは熟練職人ないし労働者として他の親方の
ところないし工場に職をみつけるのである。
ところで， 20世紀に入るまで緩慢に持続した徒弟制の危機とは， (1)の採用に
際しての，徒弟候補者のプロレクリア化ー~養成料不払者の増加—と契約義
務意識の減退， (2)の同居を前提とした教育・訓練関係の弛緩，そして結果とし
ての訓練終了のもつ意味の喪失として意識されたものである；手工業は一般に
工業に対する良質な労働力の重要な給源であり，その意味で労働力を奪われた
手工業親方や，業種によっては一例えば金属産業—直接的に工業との競争
に曝された手工業親方が，訓練費を自己負担してまでも徒弟制を維持するとい
うことは，徒弟が息子でないかぎり考えにくい。むしろ徒弟訓練期間中に，収
支バランスがとれるように徒弟を利用する一一家事労働者としてあるいは労働
者または擬似職人として―ことがあっても，その間，教育と訓練が結果とし
て施されるのであれば，それらの「誤用」は，過度でないかぎり，工業化段階
における手工業徒弟制にまつわるいわば「必要悪」として容認しなければなら
なかった。問題はにもかかわらず教育・訓練が充分できるような徒弟関係が維
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持されているかどうかであった。徒弟関係の法規制はこのような観点からなさ
れるのである。
B. 徒弟制の危機
営業と雇用の自由を認めた1869年北ドイツ連邦営業条例も，徒弟訓練の重要
性，工業化段階へのその適応を図らないではなかった。例えば，表題頂の「1.— 
般規定」（第I表参照）では， 18オ未満の職人・手伝職人・徒弟に対して，地区条
例によって補習学校への通学を義務づけうる，また通学のための時間を与える
よう雇用主に義務づけることができる(106条），としていた30)。手工業従業者に
は多少とも，学校教育継続の機会を残していたのである。「2.特別規定」では，
「b)徒弟」において，養成主に対して，徒弟を熟練職人に訓練する義務(118条），
徒弟は養成主の父権的養育の下に置かれること(119条）が定められていた（ただ
し罰則はなし）。徒弟関係の認識と， その維持は法によって配慮されていたので
ある31)。
しかし，北ドイツ連邦営業条例では自由契約の原則は貫ぬかれていた。それ
は，文書契約が義務づけられていなかったばかりか，契約解除が親方，徒弟双
方によって可能だったからである。特に，親方が訓練義務を怠ったり，徒弟が
他営業や他職業に転出するばあいは，養成主の反対があっても，徒弟は訓練途
中で契約解除が可能であった(122,123条）。 この契約自由の原則こそは， 1870 
年代初頭のドイツの第二次「会社創立期」を経る飛躍的な工業発展期に手工業
徒弟制を麻痺させたのである。 1875年の徒弟制にかんするドイツ社会政策学会
30) B.G.N.B. 1869, S. 269f. 
31)かかる意味では，「営業の自由」 といっても， ドイツのばあいは必ずしも社会関係全
般にわたる自由化とはならなかった点は注意しておく必要がある。自由化の弊害に対
しては国家の介入の余地が残されているのである。この点はすでにFischerW., Die 
rechtliche u. wirtschaftliche Lage des deutschen Handwerks um 1880 in: 
ders., Wircschaft u. Gesellschaft im Zeitalter der lndustrialisierung 1972, S. 
307によって強調されたところである。
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調査に基づいて行われた判定の中で， C.Koppenは 1869年法の結果を次のよ
うに述べた32)。
1869年7月21日の営業条例の導入は，かってなかったほどの徒弟制度にお
ける躾の消失という事態を発生させてしまった。大部分の徒弟は契約上の徒
弟期間を充たすどころか，その終了の前年に養成を放棄し，充分な訓練もな
く職人としてパンを求めている。パンは日常品を作っている親方のところで
のみみつけることができるのだが，それは高品質の製品を納入する親方のと
ころでは，彼は必要とされないからである。
……どうしてこのような事態になったのかと問えば，職人も徒弟も次のよ
うに答えるだろう。それは営業が自由だからだ，強制は止み，だれでも自分
のしたいように生きられるからだ，と。…...
大工業の場合も，卑見によれば，徒弟制に関しては結果は同じであろう。
なぜなら，大工業がもし，その専門において一面的でなく，多面的に養成さ
れた良質の手工業者層を近くにみい出さなかったら，かかる急激な飛躍は途
げなかったであろうからである。にもかかわらず，大工業自身がこのとこ
ろ，養成を逃れる多くの徒弟を工場で職人として就業させたことによって，
工場の生産力は上がるどころか，阻害され，生産意欲は減退しているのであ
る。 ・・・
徒弟制への監視が全くなくなって以来，郷里から20マイルから 100マイル
離れたところで徒弟期間を経過しなければならず両親や後見人から何も心配
されない徒弟が，彼の徒弟期間に走り使いや家事奉行人として使われるとい
うことが頻繁に生じた。……こうして徒弟期間が終ると， 何の技能も学ば
ず，徒弟は解雇され，生涯長い間欺かれるのである。……親方の方にも言い
分はある。彼にとって充分な時間とエネ）レギーを費して慎重に徒弟を訓練す
るのは全く得策でない。熟練労働者にしあげると，徒弟は養成から逃れてし
32) Schriften des Vereins fur Sozia!Politik Bd. X 1875, S. 45f 
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まい，従ってすぺての時間と費用を親方が自己負担することになるからで
ある。
以上のような，契約破棄の横行，養成への双方無関心という事実の認知，そ
れ故，徒弟制の崩壊の危機と，結果としてのドイツ産業全体の人的生産能力の
減退という事態は，社会政策学会会員の大概一致した認識であった。
そのうえ， 1876年にフィラデルフィアで開催された万国博で， ドイツから出
品された製品が，「安価で粗雑」，「めどのない釘，芯のない鉛筆， 蝶番のない
ナイフ」との評判を受けたこともあって33), ドイツの職業訓練制度の見なおし
は一層緊急なものとされることになった。崩壊しつつある手工業の徒弟制度に
依存するのではなく，初等教育の拡充を媒介に，理論と実地双方の訓練を兼ね備
えた職業訓練のための専門学校と養成所を設立するよう強く主張した K.ビュ
ヒャーの論述が注目をあびたのも，以上のような背景があったからである34)0 
ただ後にみるように，このようなビュヒャーの職業訓練校案は，いくつか試み
はなされたがドイツ全体に広まることはなかった。ドイツでは一方において徒
弟制を維持・再編し，他方において徒弟の知識向上のための学校教育の拡充
ーーかわゆる営業補習学校の設立と通学義務制の導入ーーが，すなわち実地訓
練と理論教育の二重システムが打ち建てられていくのである35)0 
33) Barth E., Ent成cklungsliniender deutsc加nMaschinenbauindustrie von 1870 
bis 1914, 1973, S. 49f. もちろん， ドイツ製品全部がこの評判通りの粗悪品だったわ
けではない。パリやロンドン博でドイツの製品ですでに世界的評価をかち得ていた重
機械が，フィラデルフィア博にはあまり出品されなかったこともあり，このような評
判を落とす事態を招いたのである。しかし，重機械以外ではあってもこの酷評が， ド
イツ金属産業全体に向けられたものだったということは間違いないところであった。
34) Bucher. K. の見解については， Diegewerblic加 Bildungsfrageu. der industrielle 
R伽kgang1877, S. 14ff., 40ff 5, 63; ders., Gutachten iiber das gewerbliche 
Bildungswesen in : Schrifi杉ndes Vereins fur Sozialpolitik Bd XV 1879, S. 139, 
147を参照。またビュヒャーの論点，徒弟制についての社会政策学会調査，帝国官房 、
局の調査等については，すでに八林氏の論文がある。ただし，私とは課題のズレがあ
り，従って，若干，論旨は異なる。八林秀一「1'870年代・ドイツにおける徒弟制度の
再編」岡田与好編「19世紀の諸改革」木鐸社， 1978年。
85 
562 園西大學「経清論集」第34巻第4号 (1984年9月）
そのための手がかりは，さしあたり顕在化した徒弟制の危機のなかで，崩壊
を押し止めるために何をなすべきかであった。社会政策学会は総会決議とし
て，規則に基づく餐成契約を導入すること，違法な契約破棄の当事者，教唆
者，加担者，哲助者に罰則を科すこと，統制がうまくできるよう労働手帳を導
入すること，養成終了時に養成証を掲示することを義務化すること，そして特
別の学校設立が不可避であること等を提案していた36)。そして社会政策学会調
査にひきつづいて行われた，帝国官房局によるより詳細な調査でも，徒弟制の
危機という実態を認識しながらも，なおかつ徒弟関係が維持されているという
事実を把握していた。そして当面の政策として何が可能かを明らかにしたので
ある37)0 
まず第 1に，徒弟契約については， ドイツのいくつかの地方では口頭契約が
恒常化しており，とりわけ形式上は賃金を徒弟に支払っているところではそう
なっているにもかかわらず，たいていは文書契約によって行われているという
事実認識と，徒弟関係に労使関係のように解約通告を認めるのでなく，むしろ
拘束できるための何らかの措置が為されるべしとの要求が多いという認識があ
った。
第2には，徒弟の労働関係は労働保護が必要なほど悪化ー一例えば長時間労
働，夜業等による労働力の磨滅ーーしてはおらず，この点での法規制要求は少
なかったこと，そして養成料の支払は傾向として減少し，逆に養成期間が長く
なっていること，同居しない徒弟に時として賄費が支払われることがあるが決
して賃金にはならないこと等が明らかになった。すなわち，徒弟関係は労使関
係化してないと把握されたのである。
第3に，徒弟期間終了にあたっては単なる解雇証でなく，徒弟の能力を証明
35)その一端として，手工業者組織の再編成があったことはすでに述べた。
36) Lehrlingswesen . S. 37より。
37)以下は， Reichskanzler-Amt,Ergebnisse der uber die Ver旭ltnisseder lehrlinge, 
Gesellen u. Fabrikarbeiter auf BeschluB des Bundesraths angestellten Erhebungen 
1877 (以下， Reichskanzler-Amt,Ergebnisse . とする）， s.4f. 
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できる養成書 Lehrbriefの発行を法的に規制すべきという要求が多かったこ
とである。能力を記載しない解雇証では，徒弟の養成義務が果たされない危険
があるというわけである。そればかりか，解雇証では徒弟の養成期間後半での
逃亡と事実上の職人化に対し何の歯止めにもならないとされた。
第4に，逃亡を阻止するための，あるいは逃亡によって受けた損害―養成
費—を賠償させるための何らかの法的措置が要求されたことである。
以上のほかに，徒弟の補習学校への通学状況が，徒弟の側の消極的姿勢と学
校不足もあって思わしくないとの認識があった。しかし，総括的な認識として
重要なのは，「新たな産業の発展は， こと手工業を考慮するかぎりでは， 旧来
の徒弟関係の重要性ということに本質的に無関係なままであった」38) という認
識である。職人と徒弟の間には，社会的地位，依存関係等で明瞭な区別が現に
あると認められたのである。
工業と手工業の分離，徒弟関係と労使関係の分離という以上の前提認識か
ら，徒弟関係の法規制は，さしあたり上の 4つの点をめぐって行われることに
なったのである。 1878年の営業条例の改正がそれであった。
1878年法の北ドイツ連邦営業条例と比しての改正は，徒弟制との関連で重要
と思われるものを挙げれば，およそ 6点にわたっていた39)。まず「1.一般規定」
は北ドイツ連邦営業条例とは異なり，被庸者共通のものとして規定されたのだ
が，そのなかで労働手帳の発行と記載が21オ未満の年少者に対して義務づけら
れたことである。両親ないし後見人と雇用主によってなされる記載事項は，名
前，出身地，生年月日のほか，入職月日，仕事の種類，離職月日などであり，地区
の警察署がこれを発行することになっていた (107条~111条義務不履行は罰則）。
21オ未満の年少者についてこのように労働手帳の発行が義務づけられたこと
は，年少者の雇用と解雇に対して，北ドイツ連邦営業条例のように，両親ない
し後見人と雇用主双方の契約上の当事者能力を否定するものであった。年少者
38) Ibid., S. 5 f.
39) RGBL. 1878 S. 199-212による。
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の労働契約関係を警察当局の統制の下におくことになったからである。
一般規定のなかの第2の改正点は， 18オ未満の年少者にはすべて補習学校へ
通学させる機会を与えようとしたことである(120条）40)。補習学校の質はともか
く，手工業従業者に限定していた補習学校通学の機会が若年労働者にも拡張さ
れたのである。
「2.特別規定」「b)徒弟」における改正は，まず養成契約に際して， 4週間
の試用期間を設定しだことである(128条）。そしてその期間の間だけ双方解約
が可能とされた。逆にいえば，養成契約締結後は一方的契約破棄は原則上認め
られないことになった。
契約破棄（徒弟側）に対しては，その契約が文書化されている限りにおいて，養
成主は裁判所に訴追が可能であり，判決が契約解除とならないかぎり徒弟は強
制送還され，徒弟期間中身柄を警察に監視されることになった(130条）。養成期
間中の合法的契約解除の方法がなかったわけではない。充分な理由があれば，
徒弟側は文書によって4週間前に解約を要求することができた。そして養成主
が認めれば，解約は成立するのだが，同一職種に就業するばあいは，旧養成主
の同意がなければ 9ヶ月の間待たなければならなかった(131条違反罰則）。その
他逃亡に対する賠償も，文書で契約していれば，両親ないし後見人に対し，ぁ
るいは新規養成主に対し要求が可能であった(132条）。
以上みてきたように， 1878年法の徒弟関係の規制は，手工業親方に対し「文
書契約を促進するため」41)とされているように，文書契約があったばあいのみ，
逃亡という契約違反を罰するものであった。しかし，その文書契約は必ずしも
義務ではなかったから，契約破棄に対して実効性ある法規制となるには，文書
40)補習学校への通学義務は， ラント法による特別の定めのないかぎり，地区条例 (Ort-
statute)によるものとされた。ただ，地区条例による通学義務制違反に対しては 78
年法では罰則規定がもうけられず，この点，実効性において不備が生じていた。そし
て，罰則規定がつくのは， 1891年の営業条例改正法 (149条 a項10号による20マルク
以下の罰金ないし 3日以内の禁錮刑）までまたなければならなかった。
41) Lehrlingswesen . S. 38f. 
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契約が義務化された1897年の「手工業者法」を待たなければならなかった。
他方，徒弟期間終了時に際しては，養成主は養成期間と蓄積された知識なら
びに技巧について記載のある証明書を発行する一-69年法では徒弟の求めに応
じて―ことになった (129条）が，これも強制ではなく，従って実効性は保証
されなかった。その意味では，徒弟関係の規制は，契約に際しての当事者に対
する規制に重点があったのだといえよう。
さて，1878年法で注目すべきは，その他，「2.工場労働者」に関する規定のなか
で，「工場徒弟」の規定がなされ，工場徒弟のばあいは，「2.特別規定がのなかの
「b)徒弟」に関する条項ーー126条から 133条ーーが適用される(134条）ことにな
っていることである。すなわち工場徒弟にも，徒弟として採用するかぎりは，
手工業徒弟と同様，一般規定にある労働手帳の記載義務はもちろんのこと，徒弟
関係を構成するかぎりは，契約も文書化することが促進されたのであった42)。
そのうえ，工場労働者のばあいは，労働者保護の観点から，旧来1869年法から
14オから 16オまでの労働時間10時間の規定に加えて，休息時間が昼食時 1時
間，午前・午後各30分と定められていた(136条）から， この労働手帳記載義務
は工場での徒弟名目の若年エ雇用に歯止めをかけるものであった。北ドイツ連
邦営業条例では，「工場徒弟」に該当する規定はなかったのである。そのため，
工場法の規制を逃れようとして，事実，工場でも年少者を低賃金で「徒弟」
として雇用しているところが多かった43)。そればかりではなかった。 1878年法
では営業条例の監督を担当する行政機関として警察署と並行した形で，ラント
政府が任命する工場監督官制度が成立し(139条b項），それ以前にありがちであ
42)この点は私の知るかぎり，旧来あまり注目されてこなかった規定のように思われる。
徒制規制がこのように工場まで及ぽされたことによって， ドイツの工場は徒弟訓練に
際し常に手工業徒弟制との関連を問われるようになっていくのである。
43)このような事実の指摘は，社会政策学会調査，帝国官房局調査の随所でおこな・われて
いる。例えば， Schriftende~.Vereins fur Sozialpolitik, Bd. XS. 30, 45, Bd. XV, 
S. 26, Reichskanzler-Amt, Ergebnisse . VII. Lehrgeld u. Lehrlingslohn S. 75 
-83など。
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った地方の名望家による監督—工場主との癒着関係—という弊害がとり除
かれたから44), 工場法規制はより厳しくなった。その結果はいうまでもなく，
工場での徒弟採用が厳しくなり，多くの工場で徒弟を解雇するあるいは徒弟採
用を停止するという事態が発生した45)。このような意味では，その実効性とい
う点からして1878年法は，工場における徒弟制の規制に対しより効果のあるも
のであったといえよう。 しかし徒弟制それ自身の規制については，「文書契約
の促進」という消極的対応に留まったのである。そしてその後の法規制は，す
でにI-¥でみたように， もっぱら手工業者組織の再編による徒弟監督の強化
という方針をとったのであった。直接的に徒弟関係を規制することは， 1897年
法によって再び開始されるのである。
c. 営業条例の徒弟関係規制
さて， 1897年法による徒弟関係の規制は第I表に掲げたように126条から132
条までの条項によってなさている。徒弟関係にかかわるもので，他に挙げるべ
44)工場監督官のラント政府任命制は，帝国官房局によって，徒弟・職人・工場労働者関
係調査と並行して行われた婦人・児童労働者調査によって， 9日来の監督官が必要な知
識に欠けているばかりか，地域によっては工場との癒着関係を生んでいることが指摘
されたことによっていた。
Reichskanzler-Amt, Ergebnisse der aber die Fraueた u.Kinder=Arbeit in den 
Fabriken auf BeschluB des Bundesraths angestellten Erhe~ungen 1877, S. 159-
167, besonders. 160, 165, 167 (プロイセン東部， マグデプルク，アーヘンとヴュル
テンブルク，バーデン，ヘッセンの例）。
45) 1878年法で，このように「工場徒弟」にも工場法が適用されるようになったのは， 18
74年にマグデプルク上級裁判所が，工場で働く者はすべて「労働者」として工場法，
すなわち労働者保護法の適用対象とする旨の判決をだしていたからでもあった。従っ
て工場徒弟は手工業徒弟規制をうけたばかりでなく，労働手帳への記載対象であり，
なおかつ労働者保護の対象でもあった。そして規制が実施されるにつれて， 19世紀末
まで工場では徒弟採用に消極的になる傾向が生みだされたのである。以上， Scheven.
Lehrwerkstatte... S. 57 f, Tollkiihn G., Die Plan加 'iBige Ausbilduni des 
gewerblichen Fabriklehrlings in den metal.ze. holzverarbeitenden lndustrien 
1926, S. 7f., Lehrlingswesen…, s. 201 f. 
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第n表 営業条例の徒弟関係規制 (1897年）
Il. 徒弟関係
A. 一般規定
126条 ｝徒弟維持ないし指導のた
126条a項めの資格
126条b項徒弟契約
127条 養成主の義務
127条a項徒弟の義務
127条b項試用期間
127条c項養成証
127条d項養成の消失
127条e項他職業への移動
127条f項養成中途終了の際の補償
127条g項養成消失の際の補償
128条 徒弟数
B. 手工業者特別規定
129条 手工業徒弟指導資格
129条a項多営業部門養成主の徒弟
129条b項徒弟契約とイヌンク
130条 手工業徒弟数の制限
130条a項徒弟期間
131条 職人試験
131条a項試験委員会
131条b項試験規定
131条c項試験証
132条 試験委員会決定の延期
き新たな条項は，すでに述べたように46)1891年の営業条例改正で実現した地方
条例による補習学校規定違反に罰則が設定されたことである47)。のちに述べる
ように1890年代には，地方条例による補習学校（とりわけ営業補習学校）への義務
通学制の導入が次第に増加してきていたから，この91年法による罰則規定は，•
徒弟や若年エの補習学校通学に，換言すれば理論的知識の向上を図るうえで
—その質的内容を問わないとすれば＿かなりの実効性をもたせることにな
った。そのうえに，徒弟関係規制の強化が加わったのである。ちなみに， 1897
年法においても，工場徒弟は1878年法と同様，徒弟関係規制のうち，「A.一般
規定」にあたる条項が適用された (134条第1段落）48)から，補習学校通学義務制
46)注(40)をみよ。
47)なお，補習学校通学と同等にみなされるものとして，イヌンク学校ないし他の専門学
校（上級行政官庁によって，その学校の授業が補習学校の代用をなすものとして認め
られたもの）があった (120条）。 RC.BL.1891, S. 270. 
48) RGBL. 1897, S. 704. なお，この工場徒弟への徒弟関係「A.一般規定」の適用は1908
年12月の営業条例改正法によって， 134条第 1段落（工場労働者には121条から125条ま
での規定が，工場労働者が徒弟とみなすことができれば,126条から128条までの規定
が適用をうける）が廃棄されることによって，打ち切られることになった。 RGBL.
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の浸透と徒弟関係規制強化は，工場側の養成体制にも影響を与えることになっ
た。その影響の実際については後論に譲ることとし，以下では1897年法で新た
に規定された徒弟関係をみていくことにしよう。
まず新たな条項の第 1は，徒弟の維持と指導資格が厳格になったことであ
る。とりわけ徒弟に対する養成義務を繰り返して怠った者に対しては，一定期
間ないしは永久に養成資格を剥奪する権限が下級行政官庁に与えられることに
なった(126条a項）点は，手工業者組織，手工業会議所の監督に更に加えて国家
が徒弟関係を最終的に左右していることを明白に顕わしたものといえよう 49)0 
資格剥奪権を国家がもてば，では養成資格はどうなるのかという疑問が当然で
てくるのであるが， 1897年法ではこの点の規定は「B.手工業者特別規定」にお
いてなされた。すなわち 129条では， 24オ以上で， (1)手工業会議所の定めた養
成期間もしくは最低 3年間の養成期間を経ている者で職人試験を通過している
者，(2)5年間手工業者として自営した者あるいは同等期間職場長(Werkmeister)
として就業している者に養成資格を与えていた。 (1)の蓑成期間には，大経営の
同種営業部門の養成期間でもよく，養成作業所，特定営業専門訓練機関の訓練
期間でもよかった。従って，工場にとって職人試験というイヌンク，手工業会
議所が挙行することになった制度上の繁雑さはあるが， (2)の規定からして1897
年法における養成資格にはなお，工場が合法的に養成を展開する余地はかなり
開けていた。しかしながらこのような緩い規定は， 1900年代に入ってからの手
工業者運動ーーその中心的主張は，主に手工業が熟練形成の費用を負担してい
1908, s. 668. これによって徒弟は手工業徒弟を指すものと，法の上ではなった。その
結果が，手工業者の社会的身分の向上であったことは明白であった。工場養成工は手
工業徒弟に準じた扱いをうけることになったからである。
49)なお，剥奪された資格を再びもとに戻すのは上級行政官庁の権限とされた。ただしそ
れが可能な期間は 1年以内であった。ちなみに， 1904年までにイヌンク成員で資格を
剥奪されたのは171人であり，一時停止処分を受けた者は285人であった。また処分を
受けたのに，違反をしたばあいは， 100マルクまでの罰金あるいは4週間以内の禁錮
＇刑であった。 Lehrlingswesen. S. 70. 
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るから， 工業側はその費用を分担（例えば試験費用，手工業会議所の運用費）し， さ
らに養成資格を手工業者に与えるべきであるというものであった50)—ーを背景
に1906年に作成された新たな手工業者法案によって効力をもたなくなってしま
った。すなわち， 1908年 5月に発効した営業条例改正法は，養成資格を更に厳
格化し， 129条の内容を， 24オ以上でかつ親方試験に合格した者一ーすなわち
133条で言う親方称号を所持する者一ーに養成資格を与えると限定したのであ
る（いわゆる「小資格証」規定）51)。 こうして養成主の資格付与と資格剥奪のシス
テムができあがった。徒弟を養成する者は，手工業者組織あるいは手工業会議
所の試験委員会が挙行する職人試験ならびに親方試験に合格することを条件と
されたのであった。しかし，資格が厳格になったのは1908年 5月からであり，
また工業徒弟が徒弟関係規制の「A.一般規定」に適用されなくなるのは同じ
1908年12月からであったから，それまでは工場側の養成も徒弟制度に因んで行
えたという事情は重視されなければならない52)。というのは，後にもみるよう
50) Beitrage der /ndustrie zu den Kosten der Handwerkダausbildungu. Handwer-
ko.rwohlf ahrtspflege. Denkschrift der Handelskammern zu Arnsberg, Bielefeld, 
、Bonn,Coblenz, Coln, Dortmund, D必seldorf,Iserlohn, Lennep, M Gladbach, 
Muhlheim, Mi、nster,Siegen, Trier, Wetzlar, bearbeitet von der Handelskammer 
zu Diisseldorf. 1908. (以下， Beitrage der Industrie . とする） s. 11 f, 
Lehrlingswesen . S. 67. 
51) RGBL. 1908; Mai, S. 356 f. 
52)「A.一般規定」が工場徒弟に適用されたか否かということばかりでなく，今までみて
きたように， 1878年法以来，工場徒弟に関しては，特別の規定がなく，その点で営業
条例はいちじるしくあい昧であったことは確かであった。 AdelmannG. ibid., S. 13. 
職人試験を工場徒弟も受験できるのかどうか，また受験するための手続，機構は何な
のかはこれといって決められていなかっ・たのである。 1911年の「中央国民福祉協会」
における討議でも，工場徒弟の手工業会議所における受験困難が議論されているが，
工場徒弟は手工業徒弟と同等の扱いを受けるという営業条例解釈では一致しつつも，
具体的な職人試験の扱いについてはこれといった手工業会誰所側からの改善策はでて
いない。 Lehrlingswesen…,s. 418. 
なお， 1925年の労働省の見解では，「A.一般規定」は国有工場，国有作業所を除いた
全営業に適用されるとしているが，恐らく，これは営業条例全体の解釈上，そのよう
になるということなのであろう。 SchindlerE. ibid., S. 196. 
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にドイツ機械制工場を中心にして工場徒弟制の再開が本格的に展開されるの
は，電気・化学工業の飛躍的発展と旺盛な技術革新が行われた1890年代以降の
ことであり 53), その意味では工場徒弟という形での工場養成工の育成が一定に
進んだ段階で， ドイツでは手工業者に徒弟養成を委ねるシステムが完成するか
らである。 1908年の12月に機械制工場の養成工育成を促進する組織DATSCH
が成立し，工場養成工の資格を求めて活躍し始めるのは，このような動きに対
応し，手工業とは別途の養成システムを社会的に認知させるためであった。
ところで， 1897年法の第 2の改正は，文書契約の義務制が施行されたことで
ある。すなわち，すべての徒弟もしくはその代人は試用期間4週間の終る前に
営業分野と養成期間，双方で履行すべきことそして一方的契約破棄の前提条件
等を明記した契約書を養成主との間に交わさなければならない（罰則あり）54)と
いうことになったのである。その結果， 1878年法による逃亡に対する強制送還
と逃亡による損害賠償の規定がすべての徒弟に対し効力をもつようになり，法
の上では，養成途中の徒弟の逃亡は極めて困難になった。実際には，強制送還
という措置はなかなか実施困難であったようであるが55), それでも文書契約の
53) Tollkiihn G. ibid., S. 13. なお上記 AdelmannG. は80年代としているが， これは
工場での熟練エ不足の認識と，手工業徒弟の工場熟練エとしての不適格性の認識が一
般に浸透したことをもって80年代としたのであろう。＇工場側の徒弟訓練の本格化は 90
年代の方が適切のように思われる。 AdelmannG., ibid., S. 19参照。
54) RGBL. 1897, S. 704. 
5)・ すでにこの点は1877年の帝国官房局調査報告でもいくつか指摘された事態であり，実
施後の徒弟関係の悪化を恐れる意見もあった。 Reichskanzler-Amt, Ergebnisse . 
s. 115, 116, 118, 122, 124そしてシェーベンによれば； 1885年のマンハイム調査で
は，錠前職親方のところから逃亡した多くの徒弟に対して地区警察署はほとんどなす
すべがなかったと報告されていた。 Scheven,Lehrwerkstiitte . , S.40より。工場徒
弟のばあいという制約はあるが， デュセル9ドルフ管轄区域では， 1903年まで逃亡の
事実は少く，また逃亡しても強制送還措置がとられたのは極めて稀だったという工場
監督官報告がある。 JahreS=-Berichtder konigtich PreuBischen Regierungs-u. 
Gewerberiithe u. Bergbe励rden1904 (以下， Jahr年 Bericht…1904とする）。 s.
386. もっともこの措置は地域によってかなり相違があると思われるが。
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義務化によってすべての徒弟ないしその代理人が法的拘束の下におかれたこと
の意義は大きい。徒弟関係は法の監視の下におかれた契約関係となったからで
ある。
その他，罰則規定には入らないものとして，徒弟に対する過度の躾は禁止さ
れ，不同居の場合には家事労働に徒弟を使ってはいけない等の規定がなされた
(127条， 127条a項）。しかし特に重要なのは，徒弟数の制限が直接的ではないに
せよ設けられたことである。具体的な徒弟数はイヌンク，手工業会議所の規約
で決めることとなっていたが(130条），営業範囲や営業の種類に即してみたば
あい，過度の徒弟を採用しているとみなされれば，下級行政官庁は一部徒弟の
採用を停止させる権限をもつことになった。そして，連邦参議院は最高徒弟数
を定めることができた(128条）のである。具体的な数の規定は個々のイヌンク，
手工業会議所あるいは他の養成機関ー一例えば工場内の一ーが決めるにせよ，
この128条によって，いわゆる徒弟の過剰雇用 Ziichtereiは禁止されることに
なった(lOOMarkの罰金ないし4週間までの禁錮刑）56) 0 
第I表をみると，「B.手工業特別規定」においては，他に養成期間と職人試験
についての規定があることがわかる。しかしこれらはいずれも強制規定ではな
い。養成期間は，上級行政官庁の認可に基づき，手工業会議所がイヌンクの意
見を聞いてこれを定めるとなっているが，最高4年までと定められた (130条a
項）。従って，手工業でも工業でも 4年が養成期間のめやすとなることになっ
た。養成終了時には，「A.一般規定」では終了証一ー養成期間，知識，技能程
度，態度などを記入ーーを発行することになっていた(127条c項）が，手工業の
ばあいは，試験証が発行された。試験を受けるには養成終了証と通学証明書が
必要であり，試験はすでにみたように試験委員会によって挙行された。イヌン
クと養成主は養成期間終了のあと職人試験を徒弟に受けさすべき旨規定はあっ
た(131条c項）が，必ずしも強制ではなかった。しかしながら，手工業徒弟にの
み職人試験の法規定がなされたことは，さきの養成資格の付与をめぐる1897年
法以後の経緯からみて，また職人試験の実施機関がイヌンクまたは手工業会議
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所であったことから判断して，工場徒弟にとってはその養成の社会的認知をい
ちじるしく困難にしていったのである。
以上，主に1897年の営業条例改正法に準拠して， ドイツにおける徒弟制度の
変遷と再編成についてみてきた。法規制の上では，徒弟制度は今や「ある閉鎖
的なシステム」 b中に編入されてしまった。徒弟は規則的な関係の下で手工業
者組織，ないしその機関によって訓練を監督され，促進されることになり，ま
た養成終了時には職人試験を受けるよう配慮された。こうして「徒弟の全営業
に対する関係は，たとえ形は変わったとしても，再びツンフト時代と同じよう
なものに設定された」のである57)。 このように，法律上は徒弟制度に関する
「閉鎖システム」が成立したのであるが，では法の施行状況はどうだったので
あろうか。すでにみたように法の施行を監視するのは行政官庁と警察，そして
手工業以外については営業監督局または営業監督官であった58)。そして手工業
56) RGBL. 1897, S. 704, Schindler E., ibid., S. 200. 
57) Lehrlingswesen::. S. 67. 
58)営業監督官については1891年法で権限が強化され，監督官の改善指示に従わなかった
者は 100マルク以下ないし4週間以内の禁錮刑をうけることになった。また監督範囲
は労働者保護の領域ばかりでなく，当然のことながら 134条第1段落の工場徒弟の規
制も含まれることになっていた (139条 b項）。 RGBL.1891, S. 285. なお，監督対象
には， 1891年から原動機（蒸気，風力，ガス，水力，空気力，電力）設置の職場も入
ることになり， 1900年にほこの原動機設置職場の内， 10人以上の職場と10人以下の職
場それぞれが分けられて監督された。 RGBL.1891, S. 288, 1900, S. 566f. 以上の結
栗，監督区域の細分化と，監督官，監督官助手の細分化が行われていった。その実際
は， ]ahres=Bericht. 1892, 1893, の監督区域と監督官の配置でみることができる。
1例をあげれば，デュセルドルフ管轄区は1892年に2つの新監督区域ができ，計6監督
区城となっている。']ahres-Bericht1892, S. 321. なお， プロイセン全体では， 1891
年には19管轄地域，助手も含めて65人の監督官であったのが， 1893年には24地域， 99
人， 1912年には33地域328人というように増加している。 1897年には監督官の資格試
験についての統一が行われている。 Bocks W. Die Badische Fabrikinspektion 
・Arbeiterschutz, Arbeiterver旭ltnisseu. Arbeiterbewegung in Baden 1879 bis 
1914, 1978, s. 4f. より。
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についてはイヌンクとその上級組織・手工業会議所であった。ドイツ全国にわ
たるこれら法の監視の実際について知ることは不可能であるが，若干の統計と
徒弟訓練に関する調査報告によって，多少とも法規制の効果を窺い知ることは
できる。ただ本稿はあくまでも，機械制工場における養成工の育成ということ
に対象を設定しているので，手工業徒弟制の詳しい実態については他日を期す
ことにしたい。むしろ手工業的徒弟制の浸透と深化という事態が機械制工場を
して，それにいかに対応させたかということがみたいのである。
第I章徒弟制の概観
n-1. イヌンク，手工業会議所とその活動
営業条例は，不思議なことに，手工業者に対する法規制は行なっても，手エ
業とは何かについてついぞ概念規定することはなかった。手工業との境界は従
って，大経営に対して，工場に対して，あるいは他の手工業的でない営業に対
してその都度引かれねばならなかった59)。それゆえにこそ，イヌンク結成を促
進し，この手工業者組織を通じて行政上の措置をとり，他は主として営業監督
官の査察，改善指示に任せるという方針がとられたのであった。しかしイ．ヌン
ク結成そのものが地域差を現わしたから，行政措置も自ずから地域的にかなり
相違を示すことになった。第1I表の手工業者組織の発展状況をみてみると，
1888年から 1904年までにイヌンク数とその成員数が， ドイツ全体でそれぞれ
843イヌンク 162,914人増加したことがわかるのであるが， 1904年までの増加率
をだしてみると，前者が 8%,後者は50%となり，イヌンクヘの手工業者の包
摂が急激に進んだことを理解することができる 60)。1イヌンクあたり成員数も
59) Schindler E., ibid., S. 201. ・ 
60) 1907年にはイヌンク総数は11,955,成員数は512,700人と増加している。SchwarzeB. 
Das Lehrlingswesen der preuBisch~hessischen Staatseisenbahnverwaltung unter 
Ber批ksichtigungder Lehrlingsver旭ltnissein Handwerks=u. Fabrikbetrieben 
1918, s. 10. 
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1881年の31人から1904年の43人となっており，イヌンクの規模が増大したこと
がわかる。ただし，南ドイツではイヌンクが少なく， 1904年で全ドイツの 6%
ほどにしかなっていない。成員数でみてみても，全ドイツの 8彩ほどである。
逆にイヌンクの規模は任意イヌンクでみれば南ドイツの方がかなり大きい。強
制イヌンクのばあいは北ドイツの方がわずかに規模は大きい。
すでに指摘されているように61), 南ドイツ諸邦は政策としてイヌンク結成促
進には消極的であり，むしろ「営業の自由」以来，手工業者を中心にして結成
された「営業協会」が邦政府の援助を受けて独自に徒弟の職業訓練にかかわっ
ていた。ただ，営業協会はイヌンクのように手工業者の利益団体としての性格
をもつことが少なかったせいか，手工業者の組織化は少なく，バーデン，ヴュ
ルテンベルク，バイエルン，ヘッセンの4邦をあわせて，営業協会会員一ー必
ずしも手工業者のみが会員ではなかった62)一の手工業者の中に占める割合を
とってみても， 1892年時点で，計307,000人の手工業者のうち36,428人，すな
わちおよそ 12彩しか組織できていなかった63)。フォイクトはドイツ全体でみ
て，同時期イヌンクによる手工業者の組織率をおよそ23~24%程度と推計して
いるから64), 手工業者の組織化という点では営業協会はイヌンクほど効果的で
はなかったといえよう。
こうして手工業者の組織は，どちらかといえば北ドイツに広まったとするこ
とができる。しかも地域的にはザクセン邦を除けばプロイセンに集中してお
り，第IV表からうかがえるように，プロイセンだけでイヌンク総数，成員数は
全ドイツの各々， 70彩強， 60彩強となっている。第IV表からはさらに，プロイ
セン東部地方に手工業者組織が偏在していることがわかるであろう。西部地
61) Voigt, P. ibid., S. 718. 後藤前掲論文， 108ペー ジ，八林秀ー 前掲「ドイツ帝政期・・・」
116, 127, 128ペー ジ。
62)例えばヴュルテンプルクでは， 1877年時点で14,000人の会員のうち 8,000人が手工業
者であった。 Voigt,P. ibid., S. 719. 
63) Ibid. 
64) Ibid., S. 690. 
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第lV表 フ゜ロイセンの手工業者組織 (1896年）
No. 行政地区名 総イヌン数ク 成イヌ員ン数ク
1 ケーニクスベルク 528 10;666 . 
2 グムビィネン 231 4,869 
3 ダンチヒ 140 4,015 
4 マリンベーダー 291 7,485 
5 ボツダム 708 18,941 
6 フランクフルト a.0. 603 13,106 
7 ベルリ ン 68 18,359 
8 シュテッティン 353 8,306 ， ケス リ ン 230 5,677 
10 シュトラールフンド 136 2,669 
11 ボーゼン 542 11,827 
12 プロムベルク 240 5,222 
13 ブレスラウ 594 19,932 
14 リーグニッツ 481 12,231 
15 オベルン 502 14,768 
16 マグデプルク 201 7,121 
17 メルセブルク 587 11,837 
18 エアフルト 120 ヽ 3,064 
19 シュレスヴィヒ 360 8,834 
20 ハノーファー 83 4,052 
21 ヒルデスハイム 148 3,809 
22 リューネブルク 174 3,146 
23 シュターデ 29 709 
24 オスナブリュック 21 679 
25 アウリッヒ 27 667 
26 ミュンスター 46 2,773 
27 ミ ンデン 56 1,771 
28 アルンスベルク 99 5,089 
29 力 セ Jレ 84 2,083 
30 ヴィースバーデン 24 1,279 
31 コブレンツ 48 1,085 
32 デュセルドルフ 101 5,233 
33 ケ Jレ ン 48 2,340 
34 卜 リ アー 17 531 
35 アーヘン 20 781 
36 シグマリンゲン
-― 
Iプロイセン I 7,94。I 224,956 
出典） Voigt P. Die deutsche Innungen, in : Schmollers 
]ahrbuch Jg. 22, 1898, S. 698. 
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方，すなわち工業地帯は，デュセルドルフ行政管区で多いがそれでも東部地方
の行政管区と比べるとその割合はかなり小さい。東部地方はどちらかといえば
．農業地域であり，工業と競合することが少なかったのが恐らく手工業者組織化
の成功因だったのだろう。
それはともかく，興味深いのは，第V表の統計である。徒弟を採用している
イヌンク成員がドイツ全体で 35彩，（⑨十⑩）にしか成らず， しかも強制イヌンク
のばあいはこれが30彩に減少しているからである。すなわちイヌンク成員のう
ち3人に2人は徒弟を採用していなかったことになる。手工業営業統計の分析
では， ドイツの手工業では営業主1人．のみの営業は次第に減少する傾向にあっ
たという最近の研究はあるが65), イヌンク成員中の 1人営業の割合がドイツ全
体で40%(⑪）ということはイヌンクが必ずしも徒弟制度拡充の主要な担い手で
なかったことを物語っている。約70彩にのぼる徒弟非採用のイヌンク成員を除
いて， ドイツ全体で親方・徒弟比率をだしてみる（③+(⑥十⑥））と，約 1.55と
なり，親方1人に対し 1.5人の徒弟が採用されていたということになる。しか
65) _Kaufhold K. H., Das Handwerk zwischen Anpassung w. Verdriingung in: 
Pohl H. (Hg.) Sozialgeschichtliche Probleme in der Zeit der Hochindustrialis-、
ierung (1870-191.4) 1979, S. llOf. なお，このような事態は，すでに当時明らかに
なっていた。次の表は1895年と1904年の手工業調査に基づいて，デュセルドルフ商業
会議所がまとめた表であるが，徒弟を採用しているマイスターの数は，その構成比か
らみて， 1895年23.4彩から1904年34.9%と上昇している，Q)に対し，徒弟を採用しない
マイスターの構成比(R十⑥）｀は逆に減少しており，中でも 1人マイスクーの構成割
り合いは15%近くも減少している。ただし， 95年調査のマイスクー数は少なすぎ，統
計上の問題はある。 Beitrageder /: 叫ustriも.s. 34より。
マイスター ① の 内
総① 数いのみ心・疇⑧＼徒弟のみ④I'人マイスる寸他
61,199 _ 1. 974 I 7. 772 I 6. 577 33. 723 I 486 
488, 700 . 121, 279 110, 136 -60, 118 _ 195, 660 . 0 
1895年
1904年 1
19. 6 12. 7 10. 7 . 55. 4 0. 8 
24:9 I・22.6 I 12.3 40.2 I 
1895年
1904年
???
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しこれは平均数であるから，実態をみるには意味をもたない。業種別のイヌン
ク数と，徒弟・職人関係がわかれば，手工業の中でも発展した業種と停滞，後
退した業種があるから，多少ともより実態に近い数字がわかるのであるが，こ
の点は手工業史の一層の研究成果を待つしかない。
上のようなイヌンクの組織化の進展は，すでに述べたように手工業会議所の
機能強化にも連なる。そしてその手工業会議所は， 1900年の布告によって強制
設置されることになり，その結果， ドイツ全体で合計71の手工業会議所一~南
ドイツは営業会議所一ーが設立された。ただ，性格上，ある一定地域のイヌン
クを包摂するような形で設立されているので，必ずしも各行政管区ごとにとい
うわけにはいかなかった。しかし，イヌンクの上級組織・手工業会議所の設立に
よって，徒弟関係の規制はかなり進展することになったといえよう。とりわけ
手工業会議所は，規約の遵守指導，法・規約違反の摘発，養成指導等に当たら
せるため，独自の委託人 Beauftragerを任命し，監督の強化を図ったから，
徒弟関係規制を怠りがちなイヌンク 66)より，実際の徒弟制維持・強化は手工業
会議所の活動に負うことが多くなった。ちなみに，この委託人の数は， 1904年
に， 66の手工業会議所で，計3,127人にのぽっていた67)。
徒弟規制の監督と並んでイヌンク，手工業会議所の重要な活動に職人試験の
実施と，教育・訓練の向上のための専門学校の設立と運営があった。このうち
職人試験については，職人の参加からなる試験委員会がこれを実施することに
なっていた。 1904年にイヌンクで試験委員会をもっているところは 8,644(76.4 
％）であり，この内， 808イヌンクが試験委員会規定ー一半数は職人に参加させ
る一ーを満たしていなかった。そしてこれら委員会によって， 1904年に 7,742
66) Lehrlingswesen…, S. 124f. によれば， 1904年でイヌンク総数11,311のうち徒弟関係
規制を規約に載せているイヌンクは 1,437(13彩）にすぎなかった。また総じてイヌ
ンクは徒弟制の充実には関心がうすく，時には手工業会議所の判断や指示を無視する
ことがあったという。
67) Ibid., S. 74, 126ff. 
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のイヌンクで試験が実施されていた68)。他方，手工業会議所では， 1907年で，
イヌンクよりはるかに多い21,919の職人試験委員会が結成され， 1906年に 5万
人ほどの徒弟がここで職人試験を受けていた。そして受験生の数は増加傾向に
あり， 1904年から1906年の 2年間に， 30彩ほどの増加をみていた69)。従って，
手工業会議所による職人試験は次第にその内容と規模を拡大，深化させていっ
たとみてよいであろう。
ところで，職人試験はその合否の判定によって徒弟訓練の良悪が問われるか
ら，徒弟制の充実にとって重要な手段ととなるのであるが，同様な効果をもつ
ものに；北ドイツではあまり普及せず，むしろ主として南ドイツで早くから挙
行された職人作品の展示会があった。とくにヴュルテンプルクでは，職人試験
と展示が結合され，徒弟訓練に関する長い実績が積みあげられてきた。それ
は， 1862年に営業の自由が実施されて以後も，イヌンク結成は認められなかっ
たが，・徒弟訓練に開する重要性は政府に認識され，中央営業・商業局によって
徒弟試験が実施されてきたからであった70)。1885年には「徒弟試験条例」が布
告され，すべての徒弟は営業補習学校に通学することを義務づけられたばかり
でなく，理論試験を営業補習学校で受け，かつ職人作品による実地試験を受け
ることをも義務づけられた71)。作成された職人品は展示されることになってい
た。そして展示品の中で優秀なものにはプレミアが与えられたのである。こう
して，試験費用のほとんどをヴュルテンベルク政府が負担して行われた「徒弟
試験」には， 1885年に579人， ,1887年943人， 1889年1,144人， 1891年901人と年
をおって参加者が増加ー一業種別では金属加工業が最大一ーしていた72)。試験
結果については，認定証が発行されしかも政府の保証つきであったこともあ
68) Ibid., s. 70f. 
69) Ibid., S. 74, 
70) Scheven, Lehrwerksttitte…s. 251. 
71) lb祉，s.253ff. 
72) Ibid., S. 257. 
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り，「徒弟試験」合格者の資格は次第に社会的通用性をもっていった73)。展示
会の方は1889年に952人の参加者があり，その後は一時低調だったが 1901年か
ら再び中央営業・商業局が主催して広範な層から参加を募るようになってい
t~74) し。
ヘッセンでは，すでに1848年にダルムシュタット市で始められた展示が周辺
に次第に広まっていく形で，展示会が慣行化した75)。ローカルの営業協会が中
心になって挙行したのであるが， 1880年からは中央営業局が組織化を始め，大
工場の徒弟も含めた様々な試作品—徒弟期間途中の作品一ーや職人作品が展
示された。 1889年にはダルムシュタットで営業協会による任意の職人試験が行
われ，これが政府の「任意職人試験挙行一般規定」 (1890年）を発布させること
になり，ヴュテンプルクと同様，展示と職人試験の結合が行われるようになっ
た76)0ただヘッセンのばあいは，工場徒弟に対して展示や試験への参加が積極的
に求められたという違いはあった77)。試験終了者には「職人証 Gesellenbrief」
が渡され，ダルムシュタット市では 1890年に 45人， 1891年69人， 1892年49人
—内， 12人が工場徒弟-—ーがこの職人証を受領していた78)0 
バーデンでは， イヌンクに対する警戒から当初は展示への関心は少なかっ
た。営業協会が独自に一一例えばカールスルーエで一―—試みたりはしたが普及
せず，バーデン政府がヘッセン方式に従って展示会を開催するようになって漸
く展示参加者が増加していった。展示会は営業協会の開催するローカル展示会
を経て，邦レベルの展示会が挙行される方式で毎年開催され， 1881年の80人の
参加者は， 1889年473人， 1892年700人， 1900年1,223人， 1904年2,492人と増
加していった79)。展示品は審査によって賞を与えられ，賞を与えられた徒弟が
73) Ibid., S. 258. 
74) Ibid., S. 259. Lehrlingswesen…S. 133f. 
75) Scheven, ibid., S. 262 f. Lehrlingswesen . S. 132. 
76) Scheven, ibid., S. 271 f. 
7!) Ibid., S. 272. 
78) Ibid., S. 274. 
105 
582 闊西大學『経清論集」第34巻第4号 (1984年9月）
証明書をもらうには，営業学校通学証が必要で， しかも資格認定となるには
1883年から始った「任意徒弟試験」—主として営業学校の理論試験に基づく
—を通過しなければならなかった。しかしバーデンでは，この公式試験合格
者は少<,1890年には57人， 1891年61人を数えたにすぎなかった80)。
南ドイツ諸邦の中で，バイエルンだけは，政府が展示にかかわらなかった。
従って，ここでは営業協会が各地で不定期に展示会を開催することになった。
中でもニュルンベルクの営業協会が強力に展示に関与したことはシェーベンに
よって指摘されている81) 。 1889年にはバイエルン営業博覧会が開かれ，• それ
を機に漸くバイエルンでもラントレベルでの展示会が開かれるようになってい
る。 1909年にはバイエルン政府の布告により，手工業会議所が展示会を引継ぐ
ことになった82)。
以上のように，南ドイツでは職人試験や作品展示による徒弟訓練の促進が盛
んであった。 しかしこれに対しプロイセンやザクセンなど，「営業の自由」が
実施される以前は，職人試験を法によって定め，かつ実際に多くの熟練職人を
排出した地域で83), 南ドイツのように展示方式によって徒弟訓練を促進する試
みは少なかった。シューベンが特にとりあげているのは， 1897年法以前ではベ
79) Ibid., S. 280. Lehrlingswesen . , S.13. 手工業会議所設立後は手工業会議所一営業
会議所ーが展示を担当した。しかし職人試験が広まるにつれて徒弟試作品の展示は少
なくなっていったという。 ibid.,S. 142 f. 
80) Scheven, ibid., S. 283. 
81) Ibid., S. 284. 
82) Lehrlingswesen . , S.135. 
83)特にザクセンでは，営業の自由 (1861年）が実施される以前は厳しい職人試験が行わ
れていて，それによるかなりの技能の向上が蓄積されてきたという。 Scheven,ibid., 
s. 151. もっとも，帝国官房局の調査報告によっても， プロイセンのいくつかの地方
におけるイヌンク職人試験実施の報告があるから（プロイセンとボメルン，シュレー
ジェンとボーゼン，ハノーファとシュレスヴィヒ・ホルシュクインとヴェストファー
レン地方），「営業の自由」がプロイセンにおいても職人試験を消失させたわけでは
なかった。ただし東部地方での事例であったことは注目してよい。
Reichskanzler-Amt, Ergebnisse…s. 86f, 89. 
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ルリン市とライプチヒ市の例のみである。ベルリン市の場合は， 1881年から
1888年まで4回開催されたが，注目をあつめることがねらいで体系化されてお
らず，参加者は毎回減少する一方であった84)。他方，ライプチヒのばあいは，
1880年代から営業協会とイヌンク委員会によって毎年展示会が開かれ， 1890年
には279の職人作品と190の徒弟試作品が展示されていた。ライプチヒではイヌ
ンク成員の徒弟は参加が義務づけられており，従って，この展示会の成果があ
がることによって，展示会自体も体系化し，更に市やザクセン政府の協力をも
引きだしえたことに成功の原因があった85)。このようにライプチヒを除けば，
プロイセンとザクセンでは， 1900年以前に展示会方式が定着することはなかっ
た。プロイセンでは1880年に布告により，展示作品に対するプレミアに国庫補
助を行うことになっていたが，これは1907年に修正され，展示会自体に国庫援
助がなされるようになるまで実効性は少なかった86)。ザクセンでも営業協会と
イヌンクによるローカル展示会がシュヴァーベン，・バイロイト，ケムニッツ，
ドレスデン， フレンスプ）レク等で恒常化するのは1900年代に入ってからであ
り87), またプロイセンで同じようにローカルの展示会が手工業会議所（アルンス
ベルク，コブレンツ，ケニヒスベルク等）で行われ始めるのはやはり遅く， ほぽ
1906年頃からである88)。
以上のように，南ドイツは営業条例による徒弟関係の規制をうける以前から
独自に，職人試験や展示会によって徒弟訓練の促進を図ってきたのだが，北ド
イツでも「手工業会議所法」以来の手工業会議所の活動によって，そして地域
によってはイヌンクの活動によって次第に職人試験と展示会が挙行されはじ
め，普及していく傾向にあったのである。
さて，イヌンク，手工業会議所のもつ一つの活動領域は，徒弟・職人・親方
84) Scheven, ibid., S. 291. 
85) lb叫 s.295.' 
86) Lehrlingswesen . S. 135. 
87) Ibid., S. 136f 
88) Ibid., S. 137 f. 
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の教育・訓練の向上のために専門学校を設立すること，であった。イヌンクに
よって設立された専門学校は1904年までで合計785校であり，そのうち369校は
1897年法成立後に新設されたものであった。生徒数は32,304人（内職人1,200人）
であり 89), イヌンク成員の徒弟(264,361人）の12彩ほどしかいわゆるイヌンク学
校には通学しなかったことになる。他方，手工業会議所による専門学校は1907
年で18校設立され，その他，イヌンク委員会によるものが1904年で5校あった
から，手工業者組織による専門学校は1900年に計808校ということになる90)。営
業条例により権限を与えられたにもかかわらず，このように専門学校の設立に
関して手工業者組織が消極的だったのは，当然のことながらイヌンク規模が小
さく，設立と運営費用が財政的に負担しえないほどかかるという点もあるが，手
工業者に伝統的な徒弟の理論訓練への軽視も手伝っていた91)。そのうえ，営業
条例 120条に基づく補習学校一ーなかでも営業補習学校一の設立と通学義務
制の導入が1890年代から活発化したから，実地訓練＝徒弟制を補完する意味で
考えられた補習学校の授業で理論的知識は充たされるという認識もあった（手
工業専門学校は補習学校に代位された）。事実，ドイツでは補習学校 Fortbildungs-
schuleは職業学校 Berufsschuleへと変転していくのであり，職場での実地
訓練を補完する役割を次第にもつようになっていたのである。
n-2. 補習学校一営業補習学校一の発展
すでに述べたように，営業条例 120条は1878年から，ラント法で規定しない
かぎり，地区条例によって18オ未満の男子に補習学校への通学を義務づけるこ＇
とを認めていた(1891年からは，強制＝罰則規定が加わった）。そこで， まずラント
法にょる規定からみてみると，南ドイツ諸邦とザクセンでは，ラント法による
通学義務制を比較的早くから導入していた。バイエルンではすでに 1856年か
89) Ibid., S. 71. 
90) Ibid., S. 73 f. 
91) Ibid., S. 124. 
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ら，国民学校を卒業した14オから16オまでの男女に日曜学校への通学を義務づ
けており， 1870年の布告で都市の営業補習学校がこれに加われるようになって
いた92)。そしてこのバイエルンの営業補習学校は営業学校付属学校であり，初
等と専門のコースに分かれていて，専門コースで徒弟・職人の専門訓練をする
形になっていた。
バーデンでは1874年， 16オ未満の男子に 2年間の補習学校通学ー市町村設立
ーが義務制（罰金あり）となった。 しかし， 営業補習学校ないし商業補習学校へ
の通学が補習学校通学とみなされたのは遅(,1904年になってからであった。
ヘッセンも同じく， 1874年に全市町村に対し補習学校の設立を義務づけるとと
もに，国民学校男子卒業者に 3年間の通学を義務づけた。そして営業補習学校
に通学しているばあいは，郡教育委員会への申告で一般補習学校への通学を免
除された93)。
92) Statistische Jahrbuch Deutsche1i Stiidte Jg. 5 S. 180, Kiihne A. Die Fortbild-
ungsschule in : Die Jugendlic枷 Arbeiterin Deutsch/and VI. Schriften der 
Gesellsc旭ftJui Soz_iale Reform Bd., IV Heft 7 1912, S. 12, Lehrlingswesen . , 
s. 281. なお， 1876年にバイエルンでは，このような営業補習学校が271校あった。
中でもミュンヒェン，アウグスプルク，ニュルンベルクの都市営業学校は内容が充実
していたという。 MiillgesU. (Hg.) Beitriige zur Geschichte der Berufsschule 
1970, s. 70f. 例えば， 1876年時点のニュルンベルク営業補習学校は， 初等部と専門
部に分けられており，・初等部は製図以外は国民学校と同じ授業であったが，専門部は
各専門的職業にかんする科目がおかれ，機械工や錠前工など77人の生徒がいた。その
うえ，専門部以外に幾何，地理， ドイツ語，歴史などを学ぶ計593人の生徒がいた。・
Shriften der Vereins fir Sozialpolitik XV Die gewerbliche Fortbildungsschule 
1879. s. 75. 
93) Lehr/: 切gswes砿..S. 291. Schriften必sVereins fur Sozia/加litik.XV S. 40 f., 
s. 71f. バーデンの補習学校授業は，「国民学校で獲得された知識を様式と方向とに
おいて確かなものにし，拡大することと，生徒に対し常に生活上．の必要に直接的に関
係する仕方で行われ，生徒が彼の職業活動に役立つことを学ぶように」行われること
になっていた。そして，かかる補習学校によって社会民主主義の青少年への浸透を阻
止することも意図されていたのである。その他，上記社会政策学会調査報告には，ナ
ッサウの実業補習学校 (1876年/77年）の詳しい実態が明らかにされている。ナッサ
ウでは営業協会 (3,900人の成員）が中心となり， 政府・ 自治体の援助の下，製図学
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ヴュルテンブルクでは通学義務制の導入は遅れ， 1895年に国民学校卒業の男
女には 2年間の補習学校通学が強制されることになった。しかしここでは，シ
ュトットガルトを中心にして通学任意の営業補習学校が1850年代に政府の要請
で市町村によって設立され，製図や彫塑の授業が行われていた94)。任意通学の
営業補習学校の実績はあったのである。 1906年には，営業・商業法によって，
事業所に補習学校通学義務のある18オ未満男子労働者が 3年間継続して40人以
上いる市町村は，営業補習学校を設立することを義務づけられた。そして18オ
未満の男子労働者はこの 3年コースの営業補習学校への通学を義務づけられた
のである95)。授業は年280時間と定められ，職業科目ー数学，工学，製図ーと
営業科目一費用計算，帳簿等ーが授業科目に設定されていた。
ザクセンでは，1873年に 3年間の補習学校通学義務制が導入された。しかし，
営業補習学校通学が一般補習学校通学に相当するものと認められたのは1907年
であり， 1910年になって，漸く内務省令により営業補習学校の設立，とりわけ
徒弟コースの設置が目ざされていった96)0 
校や実業補習学校等を設立・運営しており，通学者は全部で2,700人から3,400人にの
ぼっていた。 1878年には教育要綱がつくられ， 14オ以上， 3クラス制（または 2クラ
ス制）の 3年間にわたる夜間営業補習学校（他に製図，彫塑学校）が一般化すること
になった。授業科目は読み，書き，計算と幾何，緒記であり，地域の事情に応じて物
理・化学，地理，歴史が追加された。製図の授業は日曜日になされているので， 日曜
学校と国民学校のより発展的統合がなされたと考えられる。 Ibid.,S. 32 f. 
94) Miillges U., ibid., S. 69. 1871年には155校あったという。通学義務化が遅れたのは，
職人や親方などの成人も通学でき， 従って， 一般教育の向上が中心目的だったこと
と，国民学校教育が不十分で，ために補習学校による復習が必要であり，当面の措置
としてかかる補習学校の意義が考えられていたからである。 また， シュトットガル
トの実業補習学校では， 1876年に 1,000人の生徒がおり，製図の授業は職業専門別に
分けられて行われていた。教員は各専門分野の技師がなっている。 Schriften des 
Vereins fur Sozia!Politik, XV, S. 9 f,51 f. 
95) Kuhne A. ibid., S. 21., ders, Die gewerbliche Fortbildungsschule mit besondere 
Beriicksichtigung des Metallgewerbes u. Industrie der Maschinen u. Apparate 
in: DATSCH, Abhandlungen . , Bd. 3 S. 23, Lehrlingswesen…, S. 287. 
96) Lehrlingswesen . , S.285. 
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さて，最後にプロイセンであるが，プロイセンでは当面考察対象とする時期
には補習学校の通学義務制は，ラント法によって規制されることはついになか
った。しかし，営業補習学校の設立は比較的早くから行われた。とくに1880年
代の手工業者による補習学校設立への国庫援助要求がビスマルクを動かし，
1885年に補習学校の行政上の管轄が文化省から商工省に移され，その結果プロ
イセンでは一般補習学校がなくなり，すべて営業もしくは商業，農村補習学校
となってから事態が変わっていった97)。1886年には西プロイセンとポーゼン地
方に限って，商務大臣（ビスマルク）に対して， 国庫援助に基づく義務通学制・
営業補習学校を設立する権限を認める法が成立98), 同地方に 300以上の営業補
習学校が設立された99)のを契機に，次々とプロイセンの各地に営業補習学校が
設立されていった。プロイセンではこの他， 1909年法によって，市町村に対
し，営業または商業補習学校通学者の雇用主に対し，それぞれ10マルク， 20マ
ルクまでの補習学校費用分担金を拠出させる権限を与えている100)。そして 19
11年には， 1万人以上の居住者のいる都市に， 18オ未満男子をすべて補習学校
へ3年間通学させる法案がプロイセン下院に提出されたが，法案は議会を通過
せず廃案になってしまった101)。つまりプロイセンでは営業補習学校への通学
義務は，基本的に営業条例 120条のもう一つの規定，すなわち地区条例ー市町
村令ーに依ることになったのである102)0 
97) Kiihne A. ibid., Die Fort . , S.10. 
98) Ibid., S. 20, Lehrl切gswese几.., s.276. 
99) Statistische Jahrbuch Dentsch訊 StiidteJg. 5 S. 180. なお， 1882年にはプロイセ
ンに623校の営業補習学校があり， 1902年にはこれが1,092校になっていた（生徒数は
それぞれ57,000と159,000人）。 MiillgesU. ibid., S. 97. 
100) Kiihne A. ibid., Die Fort…, s. 20. 
101) Ibid., S. 15f. ders. Der gewerbliche Fortbildungsschule in: Ahhandlungen . , 
Bd. 6 S. 51. Heimann, Fortbildungsschule u. Berufserziehung in: Die 
Beruf serzieh珈 :gdes Arbeiters, 2 Teil, Schriften der Gesellschaft fur Soziale 
Reform, Heft 70, 1920 S. 104. 
102)ただしプロイセン内でも地域によっては補習学校通学義務制を導入したところはあ
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そこで，次に地区条例に基づいて補習学校通学義務制を導入したところをド
イツ全体でみてみることにしよう。ただし，導入状況は主に都市部しかわから
ない。 1899/1900年時点で， ドイツの居住者 5万人以上の都市は，全部で57都
市あり，このうち48都市の補習学校についてはその内実がわかる 103)。この 48
都市の内， 28都市が通学義務制を実施していた。 28都市の内半分は南ドイツ
で，ラント法によって導入されたものである。導入時期をみてみると， 1880年
までに，ケムニッツ， ドビスデン， フランクフルトーボッケンハイム， カール
スルーエ，ライプチヒ， アウグスプルク， リグニッツ， マインツ， マンハイ
ム，ミュンヒェン，ニュルンベルク，プラウエン，ヴュルップルク，ツヴィカ
ウが導入している。 1880年から1890年までは義務制を導入した都市はない。従
って再び導入が展開されるのは， 1890年以降で，今度はプロイセンが多くなっ
ている。すなわち1890年から 1895年までには，ボフム，ダンチヒ，エアフル
ト，フランクフルト a.0., ハノーファー， ポーゼン， シュトットガルトがあ
り，それ以降1900年までにはアルトナ，フライプルク i.Br., ハレ a.S., ケー
ニクス、ベルク，マグデブルク，ポツダム，シュトラスプルク i.E., ヴィースパ
ーデンとつづいている 104)。1900年以降は必ずしも 5万人以上都市ではないが，
プロイセンの営業監督官報告によれば， 1901年にはシュテッティンで通学義務
が施行され!05), 1902年にはデュセル・ドルフで 1260人の生徒で， 40クラス別，
週 6時間授業の義務的補習学校が106), プレスラウ管轄区でも都市部で 17オ未
満全労働者の週 3回の通学義務制が導入されている 107)。 1903年には，大都市
． った。ヘセンー ナッサウ (1904年）とハノー ファ (1909年）がそれである。 Lehrlings-
wesen . , S.276. なお，他の諸邦の導入状況については， ibid.,S. 293 fをみよ。
103)除かれた都市は，プラウンシュヴァイク，ダルムシュクット，メンヒュンーグラドバ
ッハ，ゲルリッ，ハンブルク，ミュー ルハウゼンi.E., ミュンスクーi.w., リクスドル
フ，シェー ネベルクである。 StatistischeJahrbuc~Deutschen Stiidte Jg. 14, S. 346. 
104)以上， ibid.,S. 347 f. 
105) Jahres-Bericht…, 1902, s. 94. 
106) ibid., s. 325. 
107) Jahres-Bericht . , 1903, S. 119, 1906, S. 161. 
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ベルリンで 18オ未満男子全員に補習学校通学義務制がしかれた108)。1905年に
はビーレフェルトで18オ未満の労働者がすぺて補習学校への通学を義務化され
ている 109)。同じ 1905年にはデュセルドルフ管轄区のバルメンに全日制の補習
学校通学義務制が導入され，雇用主に負担をかけているという報告がある110)。
プロイセン以外でも，大都市ではフランクフルト a.M(1903年）と有名なケル
シェンシュタイナーの職業教育論に従って，実地訓練所を併設したミュンヒェ
ンの営業補習学校通学義務制の導入(1903年）があったlll)0
以上のように，地区条例に基づく補習学校通学義務制の導入は， 1890年代か
ら都市部で次第に増加しつつあった。そしてこの都市部の補習学校でこそ補習
学校は実地訓練を補完するための理論訓練機関一両方を兼ねたミュンヒェン営
業補習学校を除けば112)ーとしての内実をもちえたのである。小都市や農村部
の補習学校は，ほとんどが小学校の建物を使い，クラスは 1~3クラスと少な
く， 授業も小学校の授業の復習となりがちであった113)。大都市の補習学校の
108) Jahres=Bericht…, 1904. s. 68. 
109) ]ahres=Bericht .:, 1906, S. 338f. 
110) JahreS<=Bericht . , 1904, S. 448 f. 
111) Kuhne A. ibid., Die Fort…, S. 13 ders. ibid., in: Abhand!ungen . , Bd. 3, S. 30, 
ミュンヒェンの営業補習学校については，さしあたり， BennettB. A., History of 
Manual and Industrial Education 1870 to 1970, 1957 pp. 197-204. 
112)キューネA. によれば， ドイツではケルシュンシュタイナーの職業教育論に対する
反応は，北アメリカやイギリスと異なり， 消極的であった。 ドイツではマイスター
による養成システムが広範に残存したからである。 ヴュルテンプルクやバーデンで
は職場実地授業を重視する方向にはあったが， 全体としてドイツでは実地は職場，
理論は学校といういわゆるデュアル・システムの方向をとるのである。 KuhneA._ 
函d,Die Fort . , S.34. Adelmann, G. ibid., S. 13, 15. なお，フランクフルトの
補習学校では， 錠前・着物・プリキ職の親方との協会で， これら職種の生徒には，
学校で作成した図面に従って作品を作らせる試みが行われていた。 Heimann,ibid., 
S. 107. 
113) Ibid., S. 29, 35. ders., ibid., in: Abhandlungen . , Bd. 3. S 25. 1879年の社会政策
学会による補習学校調査報告では，すでにこの傾向は指摘されていた。すなわち当面
の不十分な国民学校の教育事情により補習学校は初等教育の復習学校にならざるを
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ように職業専門科目があり，手工業のコースと工業のコースが分かれており，
独自の建物をももっているというわけにはいかなかったのである。もっとも都
市でも，補習学校が自己の建物をもっているところは，ミュンヒェン，フラン
・クフルト a.M., マグデブルク，ベルリン， ドレスデン等の大都市に限られて
はいた114)0 
では，都市補習学校の内実はどうだったのだろうか。『ドイツ都市統計年報J]
から， 1899/1900年時点での都市補習学校をいくつか事例としてとりだしてみ
ると，第VI表の諸都市のうち，アーヘン，アウグスブルク，カセル，ダンチヒ
の場合は， ラント行政官庁が介入していることがわかる115)。科目と週授業時
間④をみてみると，どの都市でも共通して，独語，計算，製図一彫塑を含む一
に， そして簿記に，重点的に授業時間を配分している。ちなみに，製図はラ
ントレベルの教育計画においてどの邦でも基本科目に設定している。簿記はプ
ロイセンでは週6時間以上のばあいには，次の必要科目として設定されてい
る116)。専門科目ー職業専門科目ーのところをみて気付くことは， 一般補習学
校でも，特にベルリン，エッセンなどでは，すでにかなりの時間を専門科目に
割いていることである。逆に，営業補習学校と分類されていても，ボフムやデ
ュイスブルク．，ニュルンベルクのように専門科目を設定していないところもあ
る。そして A.キューネによれば， 1900年代に入ってザクセンの補習学校は内
容的にはほとんど営業補習学校化し，南ドイツの一般補習学校は次第に営業補
習学校に代替される傾向にあったから117), 傾向としては補習学校はいわゆる
えず，年少者の職業教育には役立ってないと。そして報告者の中でもビュヒャーの評
価はかなり厳しかった。 Schriftendes Vereins fur SozialPolitik. XV, シュタイン
バイス報告， S.9, カレ報告， S.34, S. 143, Bucher K., ibid., Die gewerbliche…, s.
37ffをみよ。尚，この点は，八林前掲「1870年代……」 237-41ページをも参照。
114) Kuhne A. ibid., Die Fort…, S. 29. 
115) Statistische Jahrbuch Deutschen Stadte Jg. 10 S. 348. 
116) Kuhne A. ibid., Die Fort..., S. 35 f. Lehrlingswesen . , S.279, 281, 284, 286, 
289, 291, 293. 
117) Kuhne A. ibid., Die Fort…, S. 20, 25 f. 
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第VI表都市補習学校
饂噂 種鬱
科目・週授業時間④
都市名①
独語計算薄記製図・画図数学速；。記イ喜き仏語英語1専門
1 アーヘン 一般
2 ‘一．¥— 2 
2 2 2 2 2 2 
2 アル トナ 1898 一般 4 2 
3 アウグスブルク (1) 1879 曙 1 1-2 1 2-3 1 s 
4 ベルリ ン 一般 4 2 2 8 4 4 2 4 4 6 
5 ボ フ ム 1891 営業 2 2 4 
ヽ
6 カ セ ル• 営業 2 2 1 
7 ケムニッソ 12) 1875 営業 1 1 1 2 1½ 1 2 2 4 m 
8 ダンチヒ 1892 一般 2 2 2 8-24 
9 ドルトムント 営業 2 2 2-4 
16-
36 
10 デュイスブルク 1899 営業 2 2 4-6 
11 エアフルト 1891 一般 2 2 2 1 
12 ェッセン 一般 2 2 3-6 2 6 
13 フライブルク s 1896 営業 1 1 1 
14 ハノーファ 1892 一般 2 2 1 4 1 
15 カールスルーエ S 一般 6 3 3 
16 ケ Jレ ン 営業 1-2 1-2 1 3-6 1 1 
17 ライプチヒ m 1875 一般 1-2 1-2 1 2 1 1 2 1-2 
18 ニュルンベルク 1876 営業 2 2 1 2 
19 ボーゼン 1892 一般 2 2 1 2-3 1 1 8 
20 シュテッティン 営業 1-2 1-2 1 2-4 1-2 2-8 
21 シュトットガルト s 1895 営業 1 1 1½ 4-6 2 2 
22 ツヴィカウ 1875 一般 1 1 1 1 1 1 4 
注） (1) 南ドイツ都市 (2) ザクセン (3) 専門学校 (4) 17時ー19時は月曜日
出典） Statistischen Jahrbuch Deutschen Stiidte. Jg. 10, S. 350-361より作成。
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(1899/1900年）
闘；、⑦ 生徒数⑨ 年授業喜間 年間補助金⑪（マルク）授業時間割⑤ 闘（ ）内は日曜日
徒弟職人総計 市町村l 業イ•財協ヌ団会ン・営ク（マルク） 邦
20-22(8-10) 4 55 27 
‘一．I一 830 
6-20 7,229 5,460 
14-16,(716: :30-18: 30 
19-21 30-9:30) 4 37 24 743 743 8,438 8,870 
14-16, 18-20 3 45 57N. a. N.a. N. a. 10,000 12,000 (10-12,14-17) 
19-21(8-10) 3 604 400 7,391 1,940 9,698 4-8 211,915 400 
し—.  
16:45-18:45, 6 22 24 616 720 8,002 6,125 7:30-9:30 
14-16,17-19 4 7 8 281 281 2-3 775 2,910 (7:30-9:30) 
14-22(6:30-16) 3 149 892,250 160 2,410 . 2-16 10,600 7,700 3,169 
19:30-21:30 4 107 842,026 70 2,546 20,000 68,018 1,500 
16-18(2時間） 4 33 51 677 56 733 6 9,189 16,000 50 
し—.― 
19-21(9-13＼ ) 1 59 48 1,015 1,015 10 16,422 8,400 
14-21 1 85 53 8531 204 1,061 4 12,232 13,850 
~-~ 
7:15-10(9:15-12) 1 38 69 1,290 
← .--' 
1,290 16-24 36,248 3,000 4,250 
8-10, 1年16 2 7 1 196 196 3,100 
、•一17:30-21:30 4 99 47 2,273 2,273 4-6 15,536 6,440 (8-9:30) 
7-10,8-11,13-16 、 2 19 3 531 531 10,700 
19-21(9: 15-
12: 15) 3 81 106 1,312 471 1,783 6.8-20 32,000 10,000 315 
11-20:30, 16-20 4・185 236 5,630 5,630 132,809 297 (10:30-12:30) 
13-15,15-17,17-19 
2 80 140 2,272 2,272 36,852 15,500 (4) 
~. ― 
15-19 or 20 7 54 44 728 798 31,000 
し—.― 
13-21(9-13) 2 49 71 1~,2-— 98 1,298 N. a. Na. N. a. 
20-22(10-12) 2 8 12 241 0-5 155 45 1,174 
~. ー
13-15(7-9,12-15) 3 28 27 819 819 9,575 25 
あとは水曜日
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職業学校化し，職業にかんする専門科目は増加する方向にあったといえよう。
授業時間割⑥からは，授業時間が日曜を除いては，多くの補習学校で午後，そ
れも夕方から開始されている。週日，午前中に授業のあるのは， フライブル
ク，カールスルーエの南ドイツ都市と，エッセンのみである（ライプチヒのばあ
いは例外的にのみ1時からで，通常は16時から20時）。従って， 補習学校は基本的に
夜間学校だったといえる。ちなみに， 1910年時点で，プロイセンの営業補習学
校のうち， 79彩が夕方8時前に授業時間を設定していた118)。従って， 第VI表
の時間割で20時を越えている補習学校のばあいは，次第に改正される傾向にあ
ったといえよう。
ところで教員数⑧については，多少とも補足的説明が必要である。教員は，
(1)大学教育を受けた者， (2)補習学校教員養成のための演習を受けた者， (3)専門
的に養成された者から成るが，圧倒的に多いのは， (2)の演習を受けて教員にな
づている者で，しかも常勤ではなく，多くは非常勤として補習学校に勤めてい
た119~ 。 1910 年でみてみると，プロイセンでは専任教員が20彩から25彩しかお
らず，この点で営業関係教員養成機関一鉱山学校や特定の養成所ーをもってい
る南ドイツ（体系的には1907年から）と比べて専任教員が不足がちであった。なお
ザクセンでは1912年にケムニッツに教員養成所を設立していたのに対し，プロ
イセンでは 1913年になって漸く，営業関係教員養成のための演習コースが設
置されていた120)。専任教員が足りない場合は， 国民学校教員（ドイツ語，計算）
ゃ，実務家一手工業者・熟練エ・技師ーが非常勤で勤めたのである。そして小
都市や農村部ではほとんどがこれらの非常勤教員であった。プロイセンでは，
非常勤教員のうち国民学校教員の割合は， 1910年で 5彩，実務家は22彩であっ
た121)0 
118) Ibid., S. 31, ders. ibid., in Abhandlungen . , Bd. 3 S. 23. 
119) Statistisc加 JahrbuchDeutsc徊 iStiidte Jg. 10, S. 349, 357 f. 
120) Kuhne A. ibid., D和Fort.:.,S. 42f. Heimann, ibid., S. 125f. 
121) Kuhne°A. ibid., in: Abha叫lungen. , Bd. 3 S. 25. 
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生徒数⑨をみると， 18オ未満の生徒のほとんどは徒弟であることがわかる。
しかしこの徒弟の中には，実際には相当数の工場徒弟や工場若年エーいわゆる
「使い走り」ーが入っているように思われる。 1910年時点では，南ドイツと小
都市の補習学校では手工業徒弟が多いとの報告があるが，他では，特に大都市
では工場徒弟，若年エが多くなっている 122)。もっとも第 VI表に載せた補習学
校がすべてではなく，種別でもその他商業補習学校や農村の補習学校があるか
ら，不熟練若年エはそちらに多数通学していたのかもしれない。あと第VI表で
特徴的なことは，補助金⑪で，プロイセン東部地方の都市のばあい，比較的邦
援助金の占める割合が多いことーボーゼンはすでに指摘したように， 1886年法
による邦援助対象地区ーである（例えば，ダンチヒ）。東部に多かったイヌンクへ
のてこ入れの結果とみれよう。
第VI表は1900年までに設立された補習学校を対象としたものであり，その限
りで，資料的に充分ではない。 とくに増加しつつある職業学校化傾向（専門科
目，専門コースの動向）がみれない。そこで 1900年以降，通学義務制の導入され
たいくつかの大都市の営業補習学校の事例をみておくことにしよう。
まず， 1899年に義務制が導入され，ラント行政官庁と手工業会議所との密接
な協力の下に運営されたマグデプルクの営業補習学校をとりあげよう 123)。こ
の補習学校は最初から専門的職業訓練をめざして設立され，校舎は基礎コース
のばあいは国民学校を用いるが，あとはすべて独自の校舎で職業科目の授業を
行った。クラスは職業別に分けられており， 1903年時点では，初級41クラス，
中級45クラス，上級46クラスの計 132クラスがあった。職業別クラスは中級か
ら分かれ，上級にいくと更に細分化した。例えば，金属業なら，上級では建築
仕上工，機械仕上工， 木型エ，鋳型エ，鋳造エクラスと 124)。授業科目は基本
122) Kuhne A. ibid., S. 27. 
123)以下は主に MiillgesU., ibid., S. 134-147による。
124) Bradt, Die Ausbildung der Formerlehrlinge in EisengieBerei in: DATSCH, 
Abhandlungen…, Bd. 3 S. 125. 
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的にはすでにみたものと同じであるが，製図に関しては，職業別の専門的製図
が各々配慮された。そして専門は，徒弟・職人・親方別にそれぞれ教材を別に
し，工学，物理，化学，博物学，法律，経済，歴史，地理に及ぶ範囲をカバー
していた。授業は全日制をとっており，各職業に応じて一不熟練工は14時から
16時，工業熟練工の大部分は16時から19時ー配分されていた。教員は 124人お
り，うち 6人のみが専任であったが，他の非常勤はほとんどが職業教員(113人）
であった。生徒数は1904/1905年で， 3,553(夏季）， 3,609(冬季）人であり， 1912
/13年には4,707人となっている 125)。次第に規模が大きくなっていったことは，
1912年に専任教員が30人に増え，クラス数も計147クラスになっていることか
らもわかる126)。興味深いのは， 1911年で，生徒の内1,748人が金属工業の徒弟
であり，内， 998人(57%)が工場徒弟であったことである127)0同年には補習学校
に機械制工場に働く徒弟のための特別クラス（クルップクラス， R.ヴォルフクラ
ス，シェファー＆ブーデンベルククラス等）が設立されたからである 128)0 
このようにマグデプルクの例では，工場徒弟が通学したばかりでなく，工場
の協カー1909年法による 129)ー をとりつけるとともに， 提携により特別の工場
徒弟クラスをまで設置する方向に進んでいた。
すでに述べたように， 1903年にはデュセルドルフ，フランクフルトa.M., ミ
ュンヒェンで営業補習学校への通学義務が導入されている。週 6時間， 17時～
20時の授業， 40クラス制(8一般クラスー 不熟練工， 9金属クラス， 6商業クラスを含
む）のデュセルドルフ営業補習学校は!SO), 1903年の生徒数1,206人から1912年
には252クラス 6,629人の生徒数というように131), やはり規模を急速に大きく
125) Statistische Jahrbuch Deutschen Stiidte Jg. 14, S. 405, Jg. 21. S. 734. 
126) Ibid., Jg. 21, S. 734. 
127) Kuhne A. ibid., in: Ab加ndiungen…,s. 26. 
128) Brandt; ibid., S. 125. 
129) 143ページをみよ。
130) JahreS=Bericht…, 1902, s. 346. 
131) DATSCH, A珈 ndlungen…,Bd. 3 S. 77f. 
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している。
， フランクフルトのばあいは， 1903年に補習学校を国民学校の補習機関化して
きたことからの脱脚が試みられ，専門職業科目中心の学校への再編成が行われ
た。ただし，これができたのは， 3地区あるフランクフルトの中で，第 1地区
だけであった。 1908年にはフランクフルトの一般補習学校では男女あわせて一
不熟練エ含むー5,172人の生徒があり132)'1911年にはこれが第 1地区のみで
6,000人と増加している13)。フランクフルトでも興味深いのは， 1911年金属工
業関係で1,164人の徒弟が生徒となっており，内 698人(60%)が工業徒弟であっ
たことである 134)。ちなみにミュンヒェンでは，営業補習学校生徒の中で，逆に
金属工業関連の徒弟は手工業徒弟の方が多く， 2,790人のうち 71彩を数えた。
大都市の営業補習学校ではこのように工場徒弟の数が増加してきたことが窺え
るのである。しかも今までみてきたように，金属工業関係ではクラスや授業グ
Jレープが細分化され，手工業徒弟とは別のクラスによって工場徒弟が授業を受
けるようになっていた。 1910年にフランクフルトの補習学校では以下の 6つの
グループ化が行われていた。
I. 建築・美術仕上工，粗鍛冶工
I. 機械仕上工，金属旋盤工，鋳型エ，鋳造工， 研削工， ボイラー鍛造工
皿機械工，工具製造工，時計製造工，器具製造工
N. 電気組立工，配管工
V. 技師，製図工
VI. 鉛工，配管工，メタルドゥルッカー
ミュンヒェン営業補習学校には，精密機械工だけのクラスを含めた1のグル
ープが作られていたし，その他，ベルリンには10の金属工業関係のグループが
あった。 1910年に補習学校の調査を担当したキューネは，中都市以上の営業補
132) Statistische Jahrbuch Deutschen Stiidte Jg. 17, S. 670 
133) DATSCH, Abhandlungen…, Ed. 3, S. 7. 
134) Kuhne A. ibid., in: flbhandlungen . , Ed. 3, S. 27. 
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第頂表 ドイツの補習学校 (1910年）
営業補習学校 一般補習学校 農村の補習学校
邦
強制任意 i生徒数＊ 強制l任意 1生徒数＊ 強制 I任意 1生徒数＊
プロイセン 2,034 128 352,000 - 1,264 3,324 72,796 
バイエルン 317 39 60,093 
ca. - 124,742 337 6,815 7,000 
ザクセン 204 4 30,384 1,959 12 91,931 
ヴュルテンベルク 93 115 21,583 3,859 - 27,133 3 69 
バーデン 194 - 18,721 1,584 - 21,857 
ヘッセン 156 9,'521 921 - 26,431 
メクレンプルク＝ 50 3,142 45 500 シュバーリン
ザクセン一 6 ， 4,147 453 - 30,795 ワイマール
メクレンプルク＝ 1 876 シュトレーリッツ
オルデンプルク 85 3,955 4 100 
ブラウンシュヴァ ， 18 4,147 5 2 308 
イク
ザクセン＝ -ca.170 -ca.5, 000 
マイニンゲン
ザクセン＝ sea. 300 170 -ca.5, 000 
アルテンブルク
ザクセン＝コーブ 4 1,638 149 3,235 82 1. 009 
ルクーゴータ
アンハルト 25 2 2,523 1 
クシウ＝ゼュゾヴンンァダルーツスブノル‘ 6ca. 300 93 -ca.5, 000 ， 
シクーュヌヴーァドルツブル
ク ルシュ 4 6 ca. 400 15 1,500 
タット
ヴァルデック 10 417 3 87 
ロイツ a.L. 2 654 
ロイツ i.L. 13 -ca. 2,000 
シャウムブルク＝ 1 24 2 5 497 1 21 リッペ
リ ツ ヘ゜ 33 -ca.2, 000 ， 3 
リューベック 1 3 1,457 1 86 
ブレーメン 2 9 ca. 3,400 
ハンブルク 1 12 8,179 1 51 
エルザスー 13 3,200 143 7,117 126 2,170 ロートリンゲン
1 s.2571 367 535. 111116. 3751 rnol 350. 2asi 1. 68813, 514 84. 012 
＊生徒数は男子生徒のみ
出典） Kuhne A. Die Jugendlichen Arbeiter in Deutschland. VI. Die Fortbildu-
ngsschule. in : Schriften der Gesellsc枇ftfur Soziale Reform, Bd. 4 Heft 
7 1912, s. 52-55. 
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習学校には，少くとも金属関連業では手工業徒弟と工場徒弟は区別されていた
としているから185), これまで個別に大都市の事例としてみてきた事態は，す
なわち補習学校の職業学校化の傾向と，しかも工場徒弟と手工業徒弟の分割化
の傾向は，第VI表でみた他の都市の補習学校でも進展していたと考えてよいで
あろう。後に論ずるように，それが進展しないところ，あるいはより高度な技
術的知識を必要とする分野に，機械制工場側で独自に工場学校を設立する契機
が生みだされるのである。
以上，補習学校の発展をみてきたが，最後に， ドイツ全体の1910年時点にお
ける営業補習学校と一般補習学校の数と生徒数をみておこう。第vn表によれ
ば，プロイセンでは営業補習学校が他の諸邦を圧倒して多いばかりでなく，通
学義務校も60彩を占める。農村の農業的補習学校も他を圧倒しているが，一般
補習学校はみあたらない。他方，ラント法で補習学校通学義務制を早くから導
入した南ドイツ，ザクセンでは一般補習学校の方が多い。ただ男子生徒数をみ
てみると，バイエルンの一般補習学校のばあい， 1校あたり18人であるのに対
し，営業補習学校は 169人と，営業補習学校の方が規模が大きい。他の諸邦も
同様な事実が指摘できるから186), どちらかといえば都市に多い営業補習学校
が，今までみてきたような質の面ばかりでなく，量の面でも他を圧倒しつつあ
ったものと考えることができるだろう。
ところで，営業補習学校の分析ですでに指摘しておいたのであるが， 19世紀
後半から工場徒弟がかなり増加してきていた。そこで，次に機械制工場の工場
徒弟ーあるいは手工業会議所の職人試験が実際化し始める1900年以降は養成工
ーの実態に入る前に，手工業徒弟とこの工場徒弟の数量的割合をみておくこと
にしよう。
135) Ibid., S. 28f. 
136)ザクセンは一般 (46人），営業 (146人），ヴュルテンブルク一般 (7人），営業 (103
人）， バーデン一般 (13人），営業 (96人），ヘッセン一般 (28人）， 営業 (61人）で
ある。なお，プロイセン営業補習学校のばあいは， 1校あたりで162人であり，従っ
て他邦と比べて規模は大きい。
122 
第
頂
表
産
業
別
・
規
模
別
徒
弟
数
・
営
業
規
模
別
徒
弟
数
怠
X
l
O
O
堡①
x
 c① 
x
 堡①
x
 ⑥
る
％
 墨|
徒
弟
数
①
構
成
比
1
~
5
人
②
6
~
2
0⑧
 
人
6・
~
1
0④
 
人
11
1~
50
⑥人
10
0 
10
0 
10
0 
⑥
 
⑦
 
⑧
 
⑨
 
⑩
 
⑪
 
⑫
 
18
95
 
I
 
19
01
 
18
95
11
90
7 
18
95
 
I
 
19
07
 
18
95
 
19
07
 
18
95
11
90
7 
18
95
 
19
07
 
18
95
 
19
07
 
皿
鉱
山
・
鉄
鋼
1,
73
2 
3,
28
7 
0.
3 
0.
5 
17
 
30
 
42
 
40
 
12
4 
1.
0 
0.
9 
2.
4 
1. 
2
 3.
8 
3.
4 
Z.
1 
5.
9 
w
 石
材
・
土
材
18
,7
88
 
17
,0
72
 
3. 
3
 2.
8 
4,
37
8 
2,
56
0 
4,
53
7 
1,
66
1 
3,
62
3 
23
.3
 1
4.
8 
24
.1
 
9.
6 
21
. 
0
 47
.4
 2
4.
4 
45
.4
 
V
金
属
加
工
10
1,
19
0 
11
9,
41
0 
17
.9
 1
9.
3 
62
,0
68
 
61
,2
20
 
23
,5
08
 
18
,4
50
 
19
,3
25
 
61
. 
3
 51
. 
3
 22
.2
 1
5.
5 
16
.2
 
83
.5
 6
6.
8 
83
 
VI
機
械
・
器
具
57
,0
43
 
94
,0
78
 
10
.1
 1
5.
2 
18
,9
06
 
18
,6
79
 
10
,7
42
 
7,
87
6 
21
,1
09
 
33
.1
 1
9.
9 
18
.8
 
8.
4 
22
.4
 
51
. 
9
 28
.3
 5
0.
 7
 
Vll
化
学
2,
57
3 
83
1 
0.
5 
0.
1 
1,
56
8 
32
5 
63
6 
89
 
11
0 
60
.9
 3
9.
1 
24
.7
 1
0.
7 
13
.2
 
85
.6
 4
9.
8 
63
 
珊
木
材
燃
料
36
0 
36
9 
0.
1 
0.
1 
19
4 
11
3 
11
5 
84
 
11
8 
53
.9
 3
0.
6 
31
. 
9
 22
.8
 31
. 
9
 85
.8
 5
3.
4 
85
.3
 
1X
繊
維
8,
17
0 
9,
07
8 
1. 
4
 1. 
5
 
4,
20
1 
2,
02
2 
1,
39
1 
57
7 
1,
82
4 
・5
1.
 4
 22
.3
 
17
.0
 
6.
4 
20
.1
 
68
.4
 2
8.
7 
48
.8
 
直直x
 木皮
皮革
材紙
加加
革工工
・
6,
98
0 
6,
69
9 
1. 
2
 1.
1 
4,
03
9 
2,
90
4 
1,
53
1 
93
9 
1,
21
2 
57
.9
 4
3.
3 
21
. 
9
 14
.0
 1
8.
1 
79
.8
 5
7.
3 
75
.4
 
17
,5
55
 
16
,1
44
 
3.
1 
2.
6 
13
,5
36
 
12
,2
93
 
3,
14
4 
2,
03
8 
1,
21
9 
77
.1
 7
7.
1 
17
.9
 1
2.
6 
7.
6 
95
 
88
.7
 9
6.
3 
45
,4
97
 
60
,3
54
 
8.
0 
9.
8 
46
,4
62
 
37
,3
29
 
15
,7
80
 
11
,0
56
 
8,
59
4 
70
.9
 6
1.
 9
 24
.1
 1
8.
3 
14
.2
 
95
 
80
.2
 9
4.
4 
x
m食
llロl
l 
82
,5
17
 
77
,4
10
 
14
.6
 1
2.
5 
63
,6
24
 
54
,7
22
 
15
,9
73
 
15
,2
08
 
5,
15
2 
77
.1
 7
0.
7 
19
.4
 1
9.
6 
6. 
7
 96
.5
 9
0.
3 
97
 
XI
V衣
料
}
 90
,2
61
 
50
,6
33
 }
16
. 
0
 8.
2 
}
 77
,5
95
 
41
,0
10
 }
 11
,0
98
 
4,
94
8 
2,
63
6 
}a
6.
o 
81
. 
0
 }1
2.
3 
9.
8 
5.
2 
}9
8.
3 
90
.8
 9
6 
X
V洗
浄
15
,8
13
 
2.
6 
15
,0
30
 
53
9 
11
5 
95
.0
 
4.
0 
0.
7 
99
 
99
.7
 
XV
I建
築
89
,1
51
 
12
2,
48
5 
15
.8
 1
9.
8 
29
,1
97
 
34
,4
84
 
24
,2
60
 
16
,8
10
 
40
,3
25
 
32
.8
 2
8.
2 
27
.2
 1
3.
7 
32
.9
 
60
 
.
 41
. 
9
 74
.8
 
XV
II
印
刷
20
,6
07
 
21
,4
35
 
3.
6 
3.
5 
4,
33
3 
3,
53
2 
8,
46
4 
3,
82
5 
8,
61
1 
21
. 
0
 16
.5
 
41
.1
 1
7.
8 
40
.2
 
62
.1
 3
4.
3 
74
.5
 
X
憧
美
術
工
芸
2,
77
1 
3,
38
8 
0.
5 
0.
5 
1,
07
8 
1,
18
2 
1,
20
8 
81
7 
1,
06
4 
38
.9
 3
4.
9 
43
.6
 2
4.
1 
31
. 
4
 82
.5
 5
9 
90
.4
 
全
産
業
56
5,
73
5,
 6
18
, 
68
61
 
10
0 
10
0!
 
33
1,
19
6 
"2
87
,4
35
 
12
2,
 4
29
1 
85
,0
55
, 
11
5,
16
1 
58
. 
+
6
.
 5
 21
. 
+
3
.
 71
8.
 7
 so
.1
i5
0.
2'
7s
.s
 
蕊
出
典
）
St
at
is
ti
k 
de
s 
De
ut
sc
he
n 
Re
ic
hs
 B
d.
 1
13
, 
21
3
よ
り
作
成
。
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
? ? ? ? ? ? ??
?
?
?
（
?
?
）
?
?
600 闊西大學「経清論集」第34巻第4号 (1984年9月）
n-a. 手工業徒弟と工場徒弟
前節で多少とも関説したように，また営業条例 134条からも推測可能なよう
に， ドイツでは，徒弟制度の再編成によって手工業徒弟ばかりでなく，工場に
おける徒弟の訓練も次第に行われるようになってきていた。手工業徒弟の訓練
の充実は，イヌンクや手工業会議所そして「手工業者法」ばかりでなく，手エ
業自身が工業化と都市化に適合し，工業との分業関係をつくりだすことによっ
て，また自ら近代化ー小型原動機（ガス，石油，電気）や工作機の使用ーを行うこ
とによって生存を確保できたことがあずかっていた137)。 もっとも近代化する
ためには，後にも関説するように手工業自身がかつてのあり方一多能性ーを犠
牲にし，専門化，特殊化していくことが伴ってはいたが138)。
ところで，手工業と工場の徒弟はドイツ全体でどのくらいいたのであろう
か。また手工業工場それぞれでどの程度徒弟を採用していたのであろうか。
それらをみるために， 1895年の『営業統計」と， 1907年の「職業・事業所統
計」から全産業における男子徒弟数とその規模別配分についての第¥11表を作成
してみた。規模別統計のとり方が， 1907年では細分化じていてより詳しくわか
るのであるが， 1895年とは異なり， 20人規模で分けられていないという比較上
の難点がある。そこで 1907年については 11人から 50人規模も表に入れておい
た。
まず第¥ll表の徒弟数①をみると， 5万人以上の徒弟が採用されている産業
は，金属加工，機械・器具，木材加工(1907年），食品，衣料，建築の 6産業であ
137)手工業の工業体制への適応，生存と定着という説は，西ドイツではフィシャー， w.
以来，ほぼ定説化したように思われる。技術的には動力機，工作機の導入が，そして
資金的には，中小の貯蓄銀行の発展などが，手工業の定着を支えた。これらについて
は，さしあたり， Fischer・W.,Wirtschaft u. Gesellschaft im Zeitalter der 
Industrialisietung 1972, S. 315-55, Kaufhold, K. H., ibid., S. 108-125, Fischer 
W., Bergbau, Industrie u. Handwerk 1850-1914, in: Zorn W. (Hg.), Handbuch 
函 DeutschenWirtschafts-u. Sozialgeschichte 1976, S. 557-562. Conze W., 
Sozialgeschichte 1850-1918, in : Zorn W. (Hg.) ibid., S. 615 f. を参照。
138)さしあたり， Beitrtigeder Industrie . , S.59f. 
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る。 これに 1万人以上（石材・土材，皮革，洗浄，印刷）を加えれば， これら産業
部門が主として徒弟を採用している産業といってよいだろう。これら産業のう
ち， 1895年と1907年を比較して徒弟が増加しているところは，金属加工，機械
・・器具，木材加工そして印刷と建築である。中でも機械・器具と建築はその増
加数が多いことが際立っている。 1907年の構成比でみても，機械・器具は金属
加工，建築に次しヽで15.2彩の徒弟数を占めている。こうして産業別で！ま絶対的
にも相対的にも金属関連産業は徒弟採用の中心産業の 1つになりつつあること
がわかる。いまこれを男子総労働者に占める割合でみると， 1895年には，金属
加工の男子総労働者数423,930,機械・器具446,167,建築818,381のそれぞれ，
24鬼 13彩， 11彩を徒弟が占めていた。それが1907年には，男子総労働者数，
金属加工662,962,機械・ 器具866,775,建築1,259,182のうち，それぞれ18彩，
11%, 10彩を徒弟が占めており，労働者数に比べた徒弟比率は若干低下してき
ていた139)。しかしそれでも， 金属加工では 10人に 2人が徒弟であり，機械・
器具では10人に 1人以上が徒弟だったことになる。
ところで，もし手工業が職人・徒弟あわせて 5人規模を理想とし，事実，手
工業とはかかる規模の営業を指すとしたら，金属加工，機械・器具とも1895年
より1907年の方が 5人以内規模の営業に採用されている徒弟数③はわずかでは
あるが絶対数が減少しており，また構成比⑥でみてもかなりの低下が明らかで
100 
第1図産業別・規模別徒弟分布 (1~5人規模）形
I 1895年
恥•ヤ!•碑;怜・il1907年
50 
?
XVI XVI 
XV 
139) Statistik des Deutschen Reichs Bd. 13, S. 16, Bd.'213, S. 158より。
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第2図 産業別・規模別徒弟分布 (1~20/50人規模）彩
100 
? ?? ? ?
あるから，先のこの両産業における徒弟数の増加は，もっぱら，手工業以外の
工場で徒弟採用の急増があったということになる（図1も参照）。 しかし手工業
の方も，工業化に順応し経営規模を拡大したとも考えられるので， 1895年では
20人規模まで， 1907年では50人規模までを手工業として，その採用徒弟数の構
成比を較べてみる一⑩：⑫ーと，金属加工では1895年83.5%,1907年83彩，機
械・器具ではそれぞれ51.9%, 50. 7%となり， 1907年の方が， 50人規模までの
営業を入れたにもかかわらずわずかながら減少している。従って，工場徒弟の
育成の増加を知ることができる。その上，金属加工業では徒弟の 8割以上が小
経営(50人以下）のところで訓練されているといえるが， 機械・器具では 5割ほ
どは中規模経営以上で訓練されており，この点，工場徒弟の育成の中心は機械
・器具産業にあったといえる（図2も参照）。 ちなみに，本来の手工業が圧倒し
ていると思われる産業，皮革，木材加工，食品，衣料，洗浄は，いずれも 5人
規模ですでに7割以上の徒弟を抱えている。建築は構成比⑩⑫の上では，機
械・器具，金属加工の間くらいに位置している。
さて，以上のように産業別でみれば，徒弟は金属・機械に多く配分され，し
かもそれら産業では工場徒弟ヵ5かなり育成されていた。そこでこれをより詳し
く2つの産業の業種別一金属加工は鉄鋼加工のみ職種別を挙げてある，また比
較のため本来の鉄鋼業も入れておいた一徒弟採用数をみておくことにしよう
（第1X表）。 v.金属加工で徒弟が多いのは①，鉄・鋼加工業であり， iしかも職
種別では錠前，鍛冶，配管，鋳造の順となっていて，いずれも1895年より徒弟
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第立表金属産業の業種別・規模別徒弟数
規模別徒弟数
徒弟数 1~5人② 6~20人⑧ 6~10人④111~50人⑥ ① 
1895 1 1901 1895 I 1907 1895 1907 
ml鉄 鋼叫 1, 2661 1,6771 141 241 341 叫 93 
a. 貴 金 属 4,574 4,920 879 ・525 1,161 333 1,663 
b. 非鉄金属 6,740 9,405 2,600 1,886 2,039 1,264 2,603 
C, 鉄 鋼 89,876 105,085 58,589 58,708 20,308 16,853 15,059 
1 ' 鋳エナメル造加工・ 6,405 8,874 94 90 688 176 1,768 
2. 簿プリキ製板造・ ， 163 4 3 ， 
3. 配 ＾ 目 10,022 10,381 8,132 7,636 1,836 1,795 611 4. 板 金 1,693 980 164 87 353 97 277 
5. 製 釘 100 
} 1,120 
94} 
56 ~} 11} 6. 線 材 162 17 198 259 
7. ヒ゜ ン・ネジ・鎖 361 92 
V 
8. 鍛 冶 29,154 32,025 27,601 29,349 1,433 1. 876 499 
9. 錠 前 35,925 44,208 18,886 18,656 14,529 11,862 9,819 
10. 避 雷 針 4 11 2 7 2 4 
11. 工刀 具鍛・鎌冶・ 2,695 
} 4,836 
1,634 
} 2,076 
644} 
} 1,164 666 
12 ハサミ・刀・ 796 685 74 ．研削
13. やすり目立て 1,082 698 584 267 299 88 154 
14. 鉄 小 物 1,106 996 491 223 233 122 272 
15. 針 他 27 188 3 4 
16. 針金製品 327 603 113 116 141 87 222 
17. ペ ン• 他 8 2 1 
a. 機械・器具 27,547 55,580 1,600 2,520 5,114 3,985 14,055 
b. 製 粉 機 370 423 175 139 138 72 115 
C. 車 両
} 16,007 
16,023 
} 10.sr2 
10,473 
} 1,799 
1,106 1,208 
d. 船 舶 3,153 125 203 732 
VI 
e. 防御兵器 1,182 1. 545 462 497 170 237 212 
f. 時計 3,584 3,189 3,176 2,538 272 232 167 
g_楽 釦器 1,425 2,006 639 510 438 216 700 
.h . 数物理学用 4,730 5,527 1,691 1,148 2,016 938 1,757 
i. 照明器具 385 1,025 13 19 68 42 263 
j, 電気機械・器具 1,813 5,607 278 710 727 845 1,900 
全機械制工場 1159, 4991 215, 1651 80, 9881 79, 9231 34, 2841 26, 3571 40, 527 
出典） Statistik des Deutschen Reicks Bd: 113, 213より作成。
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第X表 金属産業の業種別・規模別徒弟配分比率（％）
6~10 11~50 ① +R ⑥ ①十③⑥ 
人③ 人④
1907 1907 1895 1907 
＇ 
皿I鉄 鋼I1.11 1.41 2.11 1. s I 5.5_ I 3.g I 3.2 I 7.1 
a. 貴 金 属 19.2 12.7 25.4 6.8 33.8 44.6 19.5 53.3 
b. 非鉄金属 38.6 20. 1 30.3 13.4 27. 7 68.9 33.5 61. 2 
C, 鉄 鋼 65.2 55.9 22.6 16.0 14.3 87,8 71. 9 86.2 
1' 鋳エナメル加造工・ 1. 5 1.0 10. 7 2.0 19.9 12. 2 3.0 22.9 
2. 配 砥目 81.1 73.6 18.3 17.3 5.9 99.4 90.9 96.8 
3. 板 金 9. 7 8.99 20.9 10.0 28.3 30.6 18.9 47.2 
V 4. 鍛 冶 94. 7 1. 6 4.9 5.9 1. 6 99.6 97.5 99.1 
5. 錠 前 52.6 42.2 40.4 26.8 22.2 93 69 91. 2 
6. 工刀 具鍛・鎖冶・ 60.6 
} 42.9 
23.9 
} 13.8 } 24.1 
84.5 
} 56. 7 } 8_0. 8 
7. ハサミ・刀研削 86.1 9.3 95.4 
8. やすり目立 54 38.3 27.2 12.6 2. 1 81. 6 50.9 73 
9. 鉄 小 物 44.4 22.4 1.1 12.2 27.3 65.5 34.6 61. 9 
10. 針金製品 34.6 19.2 43.1 14.4 36.8 77. 7 33.6 70.4 
a. 機械・器具 5.8 4.5 18.6 7.2 25.3 24.4 25.8 51.1 
b. 製 粉 機 47.3 32. 7 37.3 17 27.2 84.6 49. 7 76.9 
C, 車 両
} 67.9 
65.4 
} 1. 2 
6.9 7.5 
} 79.1 
72. 3 79.8 
d. 船 舶 4.0 6.4 23.2 10.4 33.6 
e. 防御兵器 39.1 32.2 14.4 15.3 13. 7 53.5 47.5 61. 2 
VI f. 時 計 88.6 79.6 7.6 7.3 5.2 96.2 86.9 92.1 
g_楽 器 44.8 25.4 30. 7 10.8 34.9 75.5 36.2 71.1 
h・ 数物理学用学器具・ 35.8 20.8 42.6 19.8 31. 8 78.4 40.6 72. 4 
i . 照明器具 3.3 1. 9 17. 7 4.1 25.7 21 6.0 31. 7 
J ・ 電器気機械具・ 15.3 12.7 40.1 15.1 33.9 55.4 27.8 61. 7 
出典）第1X表と同じ。
は増加している。 VI.機械・器具では，＇何といっても本来の機械工業が絶対数
でもまた増加数でも他を抜きんでている。数の上で多いのは車輌ー自転車，自
動車ーと数学・物理学等器具(1907), 電気機械・器具(1907)である。とりわけ，
1895年と比べて電気・照明関係における徒弟数の増加が目立つ。 1890年代以降
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の電気工業の急成長の反映であろうし，しかも電気的知識をもつ熟練職人への
需要が急速に増加したことの現われであろう。
先の第珊表の時と同じように，規模別の徒弟の配分をみてみよう。ただし第
X表の構成比は，鉄・鋼加工業のうち徒弟絶対数の多い職種のみをあげてあ
る。まず 1~5人規模の本来の手工業と思われるところ①で， 1895年と1907年
の構成比をみてみると， 50形以上の構成比となっているところは，業種別でみ
て，．鉄・鋼加工業と自転車・自動車製造業そして時計製造業である。鉄加工業
の中の職種では配管職，鍛冶職が抜きんでて高く (90%以上）， その他50形を越
えている職種は1895年で，錠前職と11.工具・鎌・刀鍛冶識， 12.ハサミ・刀
研削識， 13.やすり目立職などがあるが， 1907年にはいずれも10彩近く構成比
を下げている。ちなみに1907年の減少は，すでに挙げた業種，配管職・鍛冶職
でもみれるから， 5人規模営業での徒弟採用は相対的に減ってきたといえるだ
ろう。
逆に， 10彩以下の業種，職種は，機械・器具，船舶，照明用器具そして鋳造
・エナメル加工等が入っており，これらの業種，職種では理想的手工業徒弟が
維持されることは少なくなっているとみてよいだろう。次に小経営まで含めて
徒弟の配分をみてみると（⑥，⑧）， いま構成比7割以上を占める業種を手工業
中心の徒弟訓練業種とすれば，ここには，非鉄金属加工(1895年），鉄・鋼加工，
製粉機，車輌ー自転車と自動車一，時計製造，楽器，数学・物理学用器具が入
ってくる。中でも時計製造は 9割を越えているから，この業種は手工業徒弟訓
練の代表といえよう。鉄・鋼加工業の中の職種のうちでは，このような 9割以
上の代表職種は，配管職，鍛冶職，錠前職ということになる。これらの職種で
は徒弟はほぼ手工業あるいは小経営で育成されたとみてよいだろう。
他方， 1895年（⑥）， 1907年（⑧）とも， 6割以下の業種には，比較のため挙げ
た鉄鋼業は例外としても，貴金属， 機械・器具，船舶， 照明用器具， 電気機
械・器具があがってくる。すなわちこれらの業種では少くとも 4割かそれ以上
は，中規模経営，すなわち工場で徒弟が訓練されていたとみることができる。
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第3図金属産業・業種別徒弟分布 (1~5人規模）形
100 I 11895年
tl令怜~綴淡浚：さ11907年
50 
??????
???
100 
第4図金属産業・業種別徒弟分布 (1~20/50人規模）彩
I 11895年(1~20人）
脳撚：格~刹1907年(1~50人）
50 
????
第5図金属加工業の職種別徒弟分布 (1~5人規模）彩
100 . 
??????? ?
??
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第6図 金属加工業の職種別徒弟分布 (1~20/50人規模）％
I 11895年(1-20人）
翻*'t.l潤1907年(1-50人）， 
100・ 
607 
50 
川錠刃鍛前入冶
;E 
鉄加工業のうちの職種では，鋳造・エナメル加工職と板金加工職がこれにあた
?
?? ?? ????
??
?????
????
る。特に，鋳造・エナメル加工職の構成比の小ささは，工場徒弟がこの職種で
多数育成されたことを物語っている。
第3図から第 6図は，以上の構成比による規模別徒弟配分の状況を図にした
ものである。
ところで，以上のような産業別，業種別の徒弟配分の分析から，全産業でみ
ると1907年の50人規模以下の手工業，小経営における徒弟比率78.8彩からして
（第VIII表⑫），
されていたと言ってよいのであるが，
ドイツでは徒弟が主として手工業または手工業的に訓練・育成
ただ，個々の産業，とりわけ鉱山・鉄鋼
業，石材・土材，機械・器具，化学，繊維などの本来の工業部門では中規模経
営以上における徒弟養成の傾向が明白になったように思われる。そしてこのよ
うな工場における徒弟養成の傾向は，いくつか行われた地域調査によっても確
認できる。第XI表は1902年にデュセルドルフ営業監督所によって行われた工場
調査に基づくものであるが， これによれば，先の第憧表のばあいとほぼ同じ徒
弟配分状況がでてくる。すなわち，絶対数でも相対的にも，徒弟採用が多いの
は，金属加工業と，機械・器具そして建築業である。違うのは， この表のばあ
いは工場徒弟をのみ扱っていることである。それ故，前にみた全ドイツのばあ
いは，金属加工と機械・器具， 建築の各々の徒弟比率が， 1907年で 18彩， 11
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第直表デュセルドルフ営業監督区域の工場徒弟数 (1902年）
工場数
① 
労働者数若年エ数徒弟採用
工場数
R 人⑧ 人④ 人
? ??ゅ??????????
石材・土材
金属加工
機械・ 器具
繊維
紙
木材加工
衣料
建築
計
?
13 
285 
256 
146 
16 
39 
23 
152 
__J 
930 I 
233 
1,851 
3,368 
757 
133 
109 
58 
645 
7,154 
44 
1,405 
3,167 
227 
92 
75 
.58 
517 
I 
5, 5851 
1. 2 
3.3 
8.3 
1.0 
6.4 
1. 2 
1. 6 
1. 5 
3.4 
出典） Jahres=Bericht der ktiniglich preuBischen Regierungs-u. Gewerberiite 
u .Bergbe励rden,1904, S. 382 fより作成。
鍬 10%の順であったのに対し140), この表では逆転し， 3.3彩， 8.3%, 11. 5 
彩と金属加工業の徒弟比率が3産業では最低となっている。
デュセルドルフ商業会議所がプロイセン西部地方で行った1907年調査では，
工場徒弟の配分は第X[表のようになっている。営業監督所の調査と異なり，調
査対象工場総数は898と少なく，労働者数は逆に322,068と多いから，比較的大
規模な工場が調査対象になっているといえよう 141)。 5年後の調査に基づくこ
の表によっても，金属産業における徒弟比率が他と比べて高位に維持されてい
るという事情はかわっていない。特に機械・器具のばあいは，総労働者の内お
よそ10%程度の徒弟が工場で訓練されていたとみてよいだろう 142)0 
以上は，主にライン・ヴェストファーレン地方という重工業地帯をみたわけ
140)前ページ157をみよ。
141)この表は AdelmannG., ibid., S. 24にも掲載されているが， アーデルマンの表は
若年エ数が徒弟数から除いていないので，これを除いた。当然のことながら従って，
徒弟比率は若干低くなっている。
142)なお，広い意味の金属産業に属する調査工場数は金属加工業で46工場，機械で158,
線材・鉄小物で62, 製鉄・圧延業で95工場，架線・鉄橋で1, 他で52工場となって・
いる。
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第直表 ライン・ヴェストファーレン地方の工場徒弟数 (1907年）
労働①者数 徒③弟数 ！②徒弟／魯比形率
石材・土材 7,640 120 1. 6 
金属加工 6,900 490 7.1 
機 械 41,785 4,136 9.9 
繊 維 45,032 626 1. 4 
木 材 73,747 217 0.3 
光 ,_,_ 子 737 100 13.6 
化 学 2,070 53 2.6 
皮 革 610 4 0.7 
線材・鉄物 10,876 328 3.0 
製鉄・圧延 95,457 2,713 2.8 
架線・鉄橋 3,847 92 2.4 
他 金 属 7,364 488 6.6 
製 本 4,263 264 6.7 
食 ロロ 6,900 54 6.2 
出典） Beitrage der lndustrie……, bearbeitet von den 
Handelskammer zu Diisseldorf 1908, S. 107-121 
より作成。
第XIll表 ダルムシュタットの産業別徒弟数 (1908/09年）
I工①場数労働②昔数 徒喜8数 ・ 徒⑧弟／④②比形率. 
圧延・ハンマー 1 120 5 4.2 
石材・土材 6 663 34 5.1 
金属加工 6 201 35 17.4 
機械・器具 20 5,lOO 629 12.3 
・紙 2 64 4 6.2 
木材加工 8 1,028 56 5. 4 
食 品 2 119 7 5.9 
印 刷 2 130 15 1. 5 
製 本 17 602 72 1. 9 
計 64 I s.021 I 857 1 10.6 
出典） Lehrlingswesen……, Schriften der Zentralstelle 
fur das Volkswohlfahrt, Heft 7 1912, S. 186. 
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第XIV表 メルセブルク地方の産業別徒弟数 (1903年）
エ輝① 1労働③者数 1徒茫8 I徒③弟/④R 比彩率
石材・土材 28 1,355 91 6. 7 
金属加工 131 5,295 961 18.1 
機械・器具 154 9,257 1,528 15. 7 
繊 維 6 126 20 15.9 
紙 8 217 27 12.4 
皮 革 7 178 22 12.4 
木材加工 109 1,457 361 24.8 
食 品 31 500 65 13 
衣 料 26 650 87 13.4 
建 築 207 5,615 1,190 21. 2 
印 刷 103 2,185 484 22.2 
計
I 
s10 I 21. 335 1 4,836 1 17.7 
出典） ]ahres=Bericht der koniglich Preuf3ischen Regi, 
erungs-u. Gewerberate u. Bergbe証 den,1904. S. 
208-213より。
だが，では他の地方の工場徒弟の採用状況はどうであろうか。南ドイツでは，
ヘッセンで1902年に営業監督官による調査が行われ，調査対象工場300,20,000 
人の労働者に対し， 2,000人の徒弟が，すなわち10%が採用されていることが
わかっている。しかし産業別の詳しい徒弟採用状況は， 1908/09年のダルムシ
ュクット調査(64工場）でしかわからない；第XIII表にそれを載せておいた。ダ
ルムシュタットは上にみたと同じく工業都市であるから，徒弟比率は金属産業
で，金属加工17.4%,機械・ 器具12.3%と高くなっている。
では，工業地帯でない地方では工場の徒弟採用状況はどうだったのであろう
か。・多少詳しい調査として，プロイセン営業監督官によるメルセプルクと・マリ
ーンヴェーダー管轄地域の調査がある。第XIV表として載せたのはメルセプル
クの 810工場の調査に基づくものである。しかし総じて工場規模は小さく，ダ
ルムシュタットのばあいは， 1工場平均 125人の労働者であったのが，メルセ
ブルクのばあいは， 1工場あたり33人しか労働者を雇用してない。機械・器具
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産業で 1工場平均労働者数をみると，ダルムシュタットの255人に対し，メル
セプルクでは65人とその差はより大きくなっている。しかしこの地方でも，絶
対数では金属産業に徒弟が多いという傾向は変わらない。徒弟比率では建築，
印刷業の方が若干高いが，これは全体として経営規模の小さいことの反映であ
ろう。マリーンヴェーダー地方のばあいも，傾向はほとんど同じである。調査
は105工場 (3,927人の男子労働者）を対象に行っているが，その内，徒弟数は560
人（男子）である。 1工場あたりの雇用労働者数は 37人とメルセブルク地方と同
様小さい。徒弟総数の内， 259人が24の機械工場に採用されていて，徒弟比率
は18形（労働者数706人）と最高である。次は木材加工の11彩，製本の12彩，タバ
コの12%となっている 143)。 このように， プロイセン東部地方の工場は規模が
小さいこともあって，．工業地方のように，徒弟比率の上ではあまり他の産業と
の明確な格差はでてこない。しかし，金属産業における工場徒弟の増加傾向は
窺うことができるであろう。
ところで，以上のように，工場徒弟の増加傾向が明白になったとしても，こ
れからただちに労働市場の縦断化傾向を論ずるわけにはいかない。 というの
は，まず工場徒弟の質が問題であるからである。工場徒弟が単なる低賃金の若
年エとして雇用されていれば，それは名目上徒弟であっても，事実上は不熟練
工化する可能性がある。この点で，工場徒弟の養成の実態が検討されなければ
ならない。その検討は次章以降でするとして，次に工場徒弟の量も問題であ
る。周知のようにドイツ経済は1890年代以降，電気，自動車，化学の新産業，
造船業等の発展もあり，急速な拡張を遂げていく。その中で熟練工不足は当時
の一般的な認識となっていた。電気やガスの動力機， そして工作機は導入さ
れ，工場は機械化されて，確かに不熟練工は増大したが，他方で熟練工の需要
も増加していたのである。 1911年6月にエルバーフェルトで開かれた第 5回
143) Jahres=Bericht . 1906, S. 41. 
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「中央国民福祉協会」144)の集会報告として， プロイセン営業事務官キューネ
は，「不況期には不熟練工の過剰が存在し，好況になると農業や鉱山ばかりで
なく；建築や衣料そして機械工業やその他の産業で訓練された労働者が不足す
るのである」145)とドイツの労働市場の抱える問題を指摘していた。工場徒弟が
増加したのは，このような熟練エ不足への対応であったが，それで充分であっ
たわけではなかった。工場徒弟が増加しても，養成制度を既設した先進的な工
場を除けば，なお多くの工場は手工業からの熟練職人に依存しなければならな
かったのである。
ただ，その依存の程度がどのくらいであったのかは，正確には知り得ない。
よく引用されるのは， 1907年のプロイセン商工大臣デルブリュックによる調査
報告である。調査は1907年時点の1,475工場に対して行われ， 311,364人の労働
者を包摂していた。労働者の内， 114,272人(36.7形）が熟練工であり，このうち
工場で訓練された者と，手工業で訓練された者を分けて，工場側の手工業職人
依存の程度をみようというものである。手工業で訓練された者は計46,666人
（内職人試験合格者は， 26,036人）であり，熟練工の 40.8彩にのぼっていた146)。し
かし，第XV表からは，手工業依存の程度は， 1880年代から半分以下になって
いるから，この調査によるかぎりは，相対的には依存は減少傾向にあることに
なる。しかし絶対数は増加している(1900年代は6年間しか入ってないので正確な比
較とはならない）のではないかとも思われる。いずれにせよ，この表からは，こ
144)この協会は，ベルレプシュ（プロイセン商工大臣）によって，当初，『中央労働者福
祉制度協会」としてデュセルドルフで発足し，その後，・各ラント議会，帝国議会の諸
政党の参加を得て，本文のような名称となった。日本でいえば「協調会」のような組
織であり，労資協調を促進することを目的とした団体である。 Lehrl切'gSWBS磁..., s.
348f. 
145) Ibid., S. 359. 
146) Beitrage der lndustrie…, s.4. ただ注目すべきは，不熟練工， 197,092人の内
16,435人(8.34彩）は元手工業者であったことである。手工業者が心ずしもすべてエ
場の熟練エとなったわけではなかった。 もっとも， 非関連業種の手工業者がこの場
合の不熟練工ではあったが。
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第XV表工場熟練工の訓練場 (1907年時）I) 
A工場で訓練された者 IB手工業で訓練された者 A 
A+B 
1870年以前 375人 5,415人 6.48劣
1871 - 1881 6,466 8,150 44.2 
1881 - 1891 13,415 13,487 52.5 
1891 - 1901 20,673 14,895 58.1 
1901 - 1907 23,284 4," 715 83.2 
出典） Beitriige der I: 氾加strie……,bearbeitet von den Handelskammer zu 
珈 sseldorf1908, S.44. 
1) 1907年に，プロイセン商務大臣デルブリュックが下院で報告したもの。但し，熟練
工，不熟練工の概念規定は不明確で，統計上の信用度は高くない。熟練工：一定の
長期にわたり，手工業的に訓練されたもの。
れ以上のことはわからない。他に，私の知りうるかぎりでは，唯一， 1905年の
プレスラウ地方の営業監督官調査がある。 50人以上の工場の91,890人の男子労
働者を対象としたものである 147)。内熟練工は22,653人(24.6%)であり，熟練工
中，手工業で訓練を受けた者は， 11,130人(49.2彩）であった。ただ監督官報告
では，工場は徒弟訓練に熱心ではなく，熟練工は基本的に手工業から誘引して
いるとされている。そしてアメリカ製機械の導入と工作機の改良で，熟練工の
不用化が生じており，訓練が必要なばあいでも，一定の機械的な操作技能があ
れば充分と報告されている。従って，工場内訓練による熟練エといっても，実
態は長期の訓練期間を要する者ではなくいわゆる半熟練工の可能性もある。
このように，工場熟練工のうちどの程度手工業者が入っていたのかを正確に
知るのは難しい。ただ， ドイツ全体でみたように（第VIII表），手工業ないし小
経営で主として訓練されていた徒弟の職種，配管・鍛冶・錠前職のばあいで
も，かなりの各熟練職人たちが同一職種に残留しないで，他で職を求めていた
ことが明らかにされているから148), 少くとも工場熟練工の手工業者依存とい
147) Jahres--Berieht . , 1906, S. 160f. 
148)総労働者のうち配管職，鍛冶職， 錠前職に就業しないで， 他産業に職を求めた者の
数は， 1895年にはそれぞれ6,444人 (15.9彩）， 37,310人 (31.9彩）， 106,064人(54.4
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う事態は第一次大戦前までは解消されなかった，といってよいであろう。しか
し．，それを明らかにするためには，数量的把握よりも，訓練の質の問題に課題
を移してゆかなければならない。すなわち，工場徒弟はいかに訓練され，そし
て工場の熟練エとして基幹部分を担ったのかどうかが検討されなければならな
い。以下では，個々の事例に基づいて，これら工場徒弟の訓練の質的側面をみ
ていくことにしよう。 （つづく）
彩）であり， 1907年にはそれぞれ13,489(33.3%), 42,637人 (36.4%),122,679人
(62. 9%)とかなりの人数にのぽるばかりでなく， 1907年には1895年に比して相対的
にも増えているからである。 1907年の他業種に就業している配管工13,489人の内，金
属加工業には7,045人，機械工業には3,596人，建築業1,127, プリキ業4,211, ランプ
製造業1,401,鋳物業1,111, その他，機械・器具，化学，錫製品，錠前職，石炭業，
アルミ製品業等々に就業し．ていた。鍛冶工の場合は，機械工業22,511,鉱山・鉄鋼業
8,509, 金属工業5,267の他， 100人以上の鍛冶職人が就業している業種は43業種にわ
たっていた。また錠前職人のばあいは， 122,679人の他業種就労者中， 79,500人 (65
彩）が機械工業に， ~6,615人(14%)が金属加工業の他職種に， 7,874人(6%)が鉱山
・鉄鋼業に配分されていた。錠前職の多能的性格からして，その他就業先が多岐に渡
ったことはいうまでもないことだろう。これら三つの職種の他でも手工業ないし小
経営の徒弟で熟練工ないし不熟練として工場に就業した労働者はかなりになったこ
とは想像に難くないし，また事実統計的にそれを示すこともできるが，ここでは，金・
属加工業の徒弟が必ずしも，手工業者や小経営の熟練エとして留まったわけではない
ことを確認しておくことに留めよう。以上については， Beitriigeder lndustrie…, 
S. 40ff, S. 87, Anlage Nr. 1より。
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